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明
末
の
水
利
紛
争
を
め
ぐ
る
士
大
夫
の
書
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
郝
敬
『
山
草
堂
集
』
よ
り
　
　
岸
　

本
　
美
　

緒

は
じ
め
に

　
本
章
で
は
、
個
人
の
書
簡
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
解
読
を
試
み
た
い
。
政
治
史
研
究
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
会
経
済
史
、
文
化
史
の

研
究
に
お
い
て
も
、
個
人
の
書
簡
は
、
当
事
者
の
認
識
を
示
す
貴
重
な
史
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
、
有
名
人
の
み
な
ら

ず
庶
民
を
も
書
き
手
と
す
る
日
記
、
回
想
記
、
書
簡
な
ど
「
一
人
称
で
書
か
れ
た
」
様
々
な
史
料
が
「
エ
ゴ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」
と
い
っ

た
語
で
総
称
さ
れ
、
歴
史
学
界
に
お
い
て
新
た
に
注
目
を
集
め
て
い
る
（
1
）。

　
明
清
史
研
究
で
は
、
正
史
・
実
録
・
地
方
志
と
い
っ
た
編
纂
史
料
や
、
膨
大
に
蓄
積
さ
れ
た
政
府
檔
案
な
ど
、
制
度
的
に
作
成
さ
れ
保

存
さ
れ
て
き
た
史
料
が
圧
倒
的
な
量
を
持
つ
た
め
、
日
記
・
回
想
記
・
書
簡
と
い
っ
た
個
人
史
料
が
用
い
ら
れ
る
割
合
は
相
対
的
に
小
さ

い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
戦
後
日
本
の
明
清
史
研
究
に
お
い
て
は
、
基
層
社
会
の
実
相
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
動
向

の
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
個
人
史
料
も
相
当
の
注
目
を
集
め
て
き
た
。
現
在
、
在
地
知
識
人
の
日
記
な
ど
未
公
刊
の
地
方
文
献
の
稿
本
・
抄

本
が
続
々
と
影
印
版
で
出
版
さ
れ
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
活
用
し
て
い
く
道
は
今
後
さ
ら
に
大
き
く
開
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
史
料
の
長
所
と
し
て
、
一
つ
に
は
、
当
事
者
に
よ
る
実
際
の
見
聞
の
記
録
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
官
方
史
料

に
は
あ
ま
り
記
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
ロ
ー
カ
ル
な
レ
ベ
ル
の
客
観
的
「
事
実
」
の
確
定
に
寄
与
す
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
時

に
、
も
と
も
と
広
範
な
読
者
を
想
定
せ
ず
身
内
な
い
し
特
定
対
象
向
け
に
書
か
れ
た
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
彼
ら
が
社
会
を
ど
う
見
て
い
た
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か
、
ど
の
よ
う
に
自
己
と
周
囲
の
人
々
を
描
こ
う
と
し
て
い
た
か
、
な
ど
、
彼
ら
の
動
機
・
意
味
・
感
情
と
い
っ
た
主
観
的
な
心
の
動
き

を
比
較
的
生
々
し
く
示
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
研
究
者
が
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
視
点
で
社
会
を
捉
え
よ
う
と
す
る
際
の
貴
重
な
窓
口
と
な

る
。
こ
の
点
も
、
個
人
史
料
の
魅
力
で
あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
読
ん
で
い
て
、
何
や
ら
身
近
で
愚
痴
を
聞
い
て
い
る
よ
う
な
面
白
さ
が

あ
る
。

　
他
方
、
短
所
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
は
親
族
関
係
や
ロ
ー
カ
ル
な
知
識
に
つ
い
て
読
み
手
が
よ
く
知
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
書

か
れ
て
い
る
の
で
、
相
当
に
ハ
イ
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
隅
々
ま
で
き
ち
ん
と
読
解
す
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
く
、
む
し
ろ
、
疑
問
を
残
し
た
ま
ま
あ
き
ら
め
る
し
か
な
い
こ
と
も
多
い
。
た
だ
、
単
に
表
面
の
わ
か
り
や
す
い
部
分
の
み
を
読
ん
で

事
足
れ
り
と
す
る
の
で
は
な
く
、
他
の
史
料
と
合
わ
せ
て
考
証
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
者
を
と
り
ま
く
「
世
界
」
が
よ
り
立
体
的

に
見
え
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
個
人
史
料
と
い
う
「
ド
ア
」
を
通
じ
て
作
者
の
「
世
界
」
を
探
検
し
て
み
る
と
い
う
楽
し

さ
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
本
章
で
具
体
的
に
取
り
上
げ
る
対
象
は
、
明
末
の
郝
敬
と
い
う
学
者
が
郷
里
の
湖
広
省
京
山
県
（
現
在
の
湖
北
省
京
山
市
）
の
同
郷
の
郷

紳
宛
て
に
書
い
た
書
簡
「
講
信
書
」
で
あ
る
。
個
人
史
料
と
し
て
は
、
回
想
記
な
ど
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
史
料
の
ほ
う
が
情
報
量
も
多
く

難
し
さ
と
共
に
手
ご
た
え
も
大
き
い
が
、
紙
幅
の
関
係
で
、
こ
こ
で
は
一
通
の
書
簡
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
中
心
に
解
説
す
る
こ
と
と
す

る
。
内
容
は
、
所
有
地
の
水
争
い
に
関
す
る
も
の
で
、
こ
の
書
簡
に
続
け
て
も
う
一
通
の
書
簡
が
あ
り
、
後
者
の
ほ
う
が
具
体
的
に
水
争

い
の
状
況
を
記
し
て
い
る
が
、
両
者
と
も
相
当
長
大
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
第
一
の
書
簡
（
書
簡
一
）
に
つ
い
て
の
み
原
文
・
書
き
下

し
・
現
代
語
訳
を
示
し
、
第
二
の
書
簡
（
書
簡
二
）
に
つ
い
て
は
付
録
と
し
て
概
要
の
み
を
付
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
こ
れ
ら
の
書
簡
は
、
郝
敬
の
文
集
で
あ
る
『
山
草
堂
集
』
に
収
録
さ
れ
た
「
小
山
草
」
の
巻
十
、
家
乗
に
収
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
文
集
に
収
録
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、
広
範
な
読
者
を
対
象
と
し
た
も
の
と
言
え
な
く
も
な
い
が
、
書

き
ぶ
り
は
特
定
の
相
手
に
宛
て
た
書
簡
の
形
で
あ
る
。
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一
般
に
、
明
清
時
代
の
士
大
夫
の
文
集
に
は
、
か
な
り
の
数
の
書
簡
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
即
ち
、
こ
れ
ら
の
書
簡
の
作

者
は
、
書
簡
を
出
し
た
際
に
、
そ
の
文
面
を
記
録
し
て
保
存
し
、
自
分
の
文
集
に
収
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
私
信
で
あ
っ

て
も
、
自
ら
の
文
章
や
見
識
を
、
後
世
の
人
々
も
含
め
広
範
な
読
者
に
示
し
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
出
し
た

書
簡
と
文
集
所
載
の
も
の
と
の
間
に
ど
の
程
度
相
違
が
あ
る
の
か
と
い
っ
た
点
を
実
証
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
と
り
あ
え
ず
、
文
集
所

載
の
も
の
は
、「
公
刊
に
値
す
る
」
と
の
作
者
（
或
い
は
後
の
編
者
）
の
判
断
を
経
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
含
め
て
彼
ら
の
考
え
方
を
窺
う

に
足
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
実
際
に
出
さ
れ
た
書
簡
の
内
容
が
受
取
人
側
の
文
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
稀
に
あ
る
が
、
例
は
少
な
い
。

ま
た
、
書
簡
の
内
容
と
い
う
よ
り
は
有
名
人
の
書
跡
を
鑑
賞
す
る
目
的
で
コ
レ
ク
タ
ー
の
収
集
し
た
書
簡
が
、
近
代
に
な
っ
て
写
真
版
で

出
版
さ
れ
て
い
る
例
は
か
な
り
あ
る
。

　
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
く
と
、
本
章
で
用
い
た
明
末
崇
禎
三
（
一
六
三
〇
）
年
跋
の
郝
敬
『
山
草
堂
集
』
は
内
閣
文
庫
の

所
蔵
（
豊
後
佐
伯
藩
主
毛
利
高
標
の
献
上
本
）
で
あ
る
（
2
）。
郝
敬
は
経
学
者
と
し
て
有
名
な
人
物
（
3
）
で
、
大
量
の
著
作
が
あ
り
（
4
）、
江

戸
時
代
の
日
本
で
も
和
刻
本
が
多
く
出
版
さ
れ
た
。
た
だ
、『
山
草
堂
集
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
彼
の
著
作
集
は
、
現
存
す
る
も
の
が
少

な
い
。
日
本
で
は
内
閣
文
庫
の
ほ
か
、
尊
経
閣
文
庫
（
前
田
育
徳
会
）、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
欠
巻
が
あ
る
（
京

都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
公
開
さ
れ
て
い
る
）。
中
国
で
は
国
家
図
書
館
に
完
本
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
と
比
べ
る
と
、

内
閣
文
庫
所
蔵
本
は
国
家
図
書
館
所
蔵
刊
本
を
再
編
集
し
た
も
の
で
、
若
干
の
相
違
が
あ
る
と
い
う
（
5
）。
な
お
、
本
書
簡
が
含
ま
れ
る

「
小
山
草
」
に
つ
い
て
は
、『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
補
編
』（
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
一
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
書
簡
自
体
は
、
黄

宗
羲
の
編
集
し
た
『
明
文
海
』
に
も
収
載
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
『
明
文
海
』
を
収
録
し
て
い
る
『
四
庫
全
書
』
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
。『
山
草
堂
集
』
と
『
四
庫
全
書
』
の
テ
キ
ス
ト
を
比
較
し
て
み
た
が
、
同
義
異
字
の
若
干
の
書
き
換
え
を
除
き
、
文
字
の
異
同
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
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☆
日
本
に
お
け
る
漢
籍
所
蔵
状
況
の
調
べ
方

　
例
え
ば
郝
敬
の
『
山
草
堂
集
』
を
閲
覧
し
た
い
が
、
ど
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
場
合
、
京
都
大
学
で
作
成
さ

れ
た
「
全
国
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://kanji.zinbun.kyoto-u.ac.jp/kanseki

）
の
サ
イ
ト
で
検
索
す
る
の
が
便
利
で
あ
る
。
書
名
或

い
は
著
者
、
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
和
刻
本
（
主
に
江
戸
時
代
の
日
本
で
出
版
さ
れ
た
漢
籍
を
指
す
）
や
国
内
外
で

出
版
さ
れ
た
影
印
本
（
写
真
版
）
も
含
め
て
日
本
国
内
の
所
蔵
機
関
一
覧
が
示
さ
れ
る
。
た
だ
、
完
全
に
網
羅
的
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
、
漢
字
文
献
情
報
処
理
研
究
会
編
『
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
中
国
学
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
』

好
文
出
版
、
二
〇
二
一
、
一
〇
六
―
一
〇
八
頁
に
、
よ
り
詳
し
い
説
明
が
あ
る
。

註（
1
）　
長
谷
川
貴
彦
編
『
エ
ゴ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
歴
史
学
』
岩
波
書
店
、
二
〇
二
〇
。

（
2
）　
内
閣
文
庫
は
、
東
京
都
千
代
田
区
の
国
立
公
文
書
館
の
一
部
で
、
そ
の
漢
籍
部
分
は
徳
川
幕
府
の
紅
葉
山
文
庫
の
旧
蔵
書
な
ど
を
継
承
し
て
お
り
、

稀
覯
書
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

（
3
）　
郝
敬
の
経
学
の
歴
史
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
井
上
進
『
明
清
学
術
変
遷
史
　
出
版
と
伝
統
学
術
の
臨
界
点
』
平
凡
社
、
二
〇
一
一
、
第
七
章

「
漢
学
の
成
立
」（
原
載
『
東
方
学
報
』
六
一
、
一
九
九
八
）
が
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
郝
敬
の
思
想
に
関
す
る
中
国
語
の
専
著
と
し
て
、
董
玲
『
郝
敬
思

想
研
究
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
、
が
あ
る
。

（
4
）　
郝
敬
の
著
作
を
網
羅
し
た
文
献
と
し
て
、
近
年
出
版
さ
れ
た
『
郝
敬
文
献
輯
刊
』
全
三
三
冊
、
向
輝
主
編
、
上
海
交
通
大
学
出
版
社
、
二
〇
二
一
、

が
あ
る
。

（
5
）　
川
田
健
「
内
閣
文
庫
蔵
九
部
経
解
及
び
山
草
堂
集
に
つ
い
て
」『
中
国
古
典
研
究
』
四
九
、
二
〇
〇
四
。
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「小山草」巻十「講信書」冒頭部分
国立公文書館（内閣文庫）所蔵、請求番号：集044-0001『山草堂集』所収
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1
　
標
点
文
・
訓
読
文
・
現
代
語
訳

＊
仮
に
段
落
を
分
け
て
A
か
ら
J
の
記
号
を
つ
け
、
段
落
ご
と
に
標
点
文
（
1
）
と
訓
読
文
（
2
）・
現
代
語
訳
（
3
）
と
を
併
記
す
る
。

＊
現
代
語
訳
で
傍
線
を
付
し
て
あ
る
部
分
は
、
後
述
の
解
説
で
言
及
す
る
箇
所
で
あ
る
。

A1
　
某
足
下
、
執
法
明
庭
、
休
假
故
里
、
兩
尊
偕
老
、
兄
弟
孔
懷
、
人
生
之
積
慶
、
鄕
邦
之
萃
美
、
使
枯
槁
之
夫
、
望
之
而
生
色
。
比
年

高
牙
往
﨤
、
不
佞
行
失
先
驅
、
歸
忘
倒
屣
、
親
故
之
誼
闕
如
、
非
敢
爲
疏
薄
也
。
蓋
不
佞
自
丁
未
之
歲
、
抱
病
杜
門
、
于
今
五
年
矣
。
士

大
夫
歸
田
日
、
與
父
老
周
旋
、
追
陪
懽
笑
、
而
不
佞
獨
坐
窮
山
、
衡
門
反
鎻
。
豈
其
性
與
人
殊
、
自
惟
肝
鬲
之
要
、
難
一
二
語
人
也
。
請

爲
足
下
略
私
布
之
。

A2
　
某
足
下
は
法
を
明
庭
に
執
り
、
故
里
に
休
假
し
、
兩
尊
は
偕と

も

に
老
い
、
兄
弟
は
孔は
な
はだ
懷お
も

ひ
、
人
生
の
積
慶
、
鄕
邦
の
萃
美
、
枯
槁
の

夫
を
し
て
之
を
望
み
て
生
色
あ
ら
し
む
。
比
年
高
牙
往
﨤
す
る
に
、
不
佞
、
行
く
に
は
先
驅
を
失
し
、
歸
る
に
は
倒
屣
を
忘
れ
、
親
故
の

誼
は
闕
如
せ
る
も
、
敢
へ
て
疏
薄
を
爲
す
に
は
非
ざ
る
な
り
。
蓋
し
不
佞
は
丁
未
の
歲
よ
り
、
病
を
抱
き
て
門
を
杜
し
、
今
に
お
い
て
五

年
な
り
。
士
大
夫
は
歸
田
す
る
の
日
、
父
老
と
周
旋
し
、
追
陪
懽
笑
す
る
も
、
而
れ
ど
も
不
佞
は
獨
り
窮
山
に
坐
し
、
衡
門
に
反
鎻
す
。
豈

に
其
の
性
の
人
と
殊
な
れ
る
や
、
自
ら
惟
ふ
に
、
肝
鬲
の
要
、
一
二
も
て
人
に
語
る
は
難
し
。
請
ふ
、
足
下
の
爲
に
略
ぼ
私
か
に
之
を
布の

べ
ん
。

A3
　
某
足
下
（
1　
）
は
、
法
廷
の
裁
判
官
と
し
て
勤
め
ら
れ
、（
現
在
は
）
休
職
し
て
故
郷
に
お
ら
れ
ま
す
が
、
ご
両
親
は
そ
ろ
っ
て
ご
健
在

で
、
ご
兄
弟
は
仲
睦
ま
じ
く
、
人
生
の
幸
福
、
郷
里
の
栄
誉
を
一
身
に
集
め
て
お
ら
れ
て
、
私
の
よ
う
な
枯
れ
果
て
た
老
人
も
そ
の
ご
様

子
を
見
る
と
生
き
返
る
よ
う
で
す
。
近
年
足
下
が
出
郷
・
帰
郷
な
さ
る
に
際
し
て
、
私
は
ご
出
郷
に
際
し
て
は
先
払
い
も
せ
ず
、
ご
帰
郷

に
際
し
て
は
お
迎
え
も
せ
ず
、
長
年
の
お
付
き
合
い
の
誼
に
も
か
か
わ
ら
ず
欠
礼
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
故
意
に
あ
な
た
様
を
避
け

て
い
る
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
私
は
丁
未
の
歳
（
万
暦
三
十
五
年
、
一
六
〇
七
）
に
病
を
得
て
門
を
閉
ざ
し
、
現
在
で
五
年
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に
な
り
ま
す
。
士
大
夫
が
郷
里
に
帰
る
と
毎
日
父
老
た
ち
と
つ
き
あ
い
、
寄
り
合
っ
て
談
笑
す
る
の
が
常
で
す
が
、
私
は
山
奥
に
引
っ
込

み
、
門
を
閉
ざ
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
私
の
性
格
が
特
殊
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
心
に
深
く
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
で
す
。
た

や
す
く
他
人
に
話
せ
る
よ
う
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
足
下
の
た
め
、
い
さ
さ
か
ひ
そ
か
に
述
べ
る
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。

註（
1
）　「
某
足
下
」
と
あ
る
の
は
む
ろ
ん
書
簡
が
も
と
も
と
書
か
れ
た
際
の
原
文
通
り
で
は
な
く
、
本
来
個
人
名
が
書
い
て
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
、
文
集
収
録

に
当
た
っ
て
個
人
名
を
は
ば
か
り
「
某
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。「
足
下
」
は
、
相
手
を
直
接
に
呼
ば
ず
そ
の
居
所
を
指
し
て
言
う
敬
称
（「
閣
下
」「
陛

下
」
な
ど
と
同
様
）
で
あ
る
。
古
代
は
君
主
に
対
し
て
も
用
い
た
よ
う
だ
が
、
明
清
時
代
に
は
比
較
的
軽
い
敬
称
と
し
て
、
同
輩
に
対
し
て
用
い
ら
れ
た
。

B1
　
蓋
外
議
謂
楚
人
剽
悍
、
而
吾
邑
爲
甚
。
不
知
此
議
何
從
起
。
良
由
我
輩
奔
競
喜
事
、
知
進
不
知
退
、
一
著
偶
差
、
全
局
盡
輸
。
卽
今

鄕
里
衣
冠
非
乏
長
者
。
而
人
以
爲
勝
母
朝
歌
、
冠
蓋
不
入
其
里
、
請
謁
不
受
其
刺
。
此
何
等
時
也
。
人
方
鵂
鶹
我
、
我
自
謂
威
鳳
祥
麟
、
遊

羿
彀
中
。
其
何
幸
之
有
。
知
止
不
辱
、
爲
善
最
樂
。
此
兩
言
童
而
習
之
、
身
旣
去
官
安
分
循
理
、
公
無
逋
負
、
私
無
過
犯
、
雖
風
格
稍
峻
、

深
居
簡
出
、
人
誰
得
而
問
之
。
此
區
區
自
全
、
亦
爲
吾
黨
增
氣
。
此
其
肝
鬲
之
要
一
也
。

B2
　
蓋
し
外
議
に
謂
は
く
、
楚
人
は
剽
悍
に
し
て
吾
が
邑
は
甚
だ
し
と
爲
す
と
。
此
の
議
何
れ
よ
り
起
る
か
を
知
ら
ず
。
良ま

こ
とに
我
が
輩
奔

競
し
て
事
を
喜
び
、
進
む
を
知
り
て
退
く
を
知
ら
ず
、
一
著
偶
た
ま
差た

が

へ
ば
、
全
局
盡
く
輸
す
る
に
由
る
な
ら
ん
。
卽
今
鄕
里
の
衣
冠
、
長

者
乏
し
き
に
非
ず
。
而
る
に
人
、
以
て
勝
母
朝
歌
と
爲
し
、
冠
蓋
は
其
の
里
に
入
ら
ず
、
謁
を
請
ふ
も
其
の
刺
を
受
け
ず
。
此
れ
何
等
の

時
な
ら
ん
や
。
人
は
方
に
我
を
鵂
鶹
と
す
る
も
、
我
自
ら
威
鳳
祥
麟
と
謂
ひ
、
羿
の
彀
中
に
遊
ぶ
。
其
れ
何
の
幸
ひ
か
こ
れ
有
ら
ん
。
止

ま
る
を
知
れ
ば
辱
め
ら
れ
ず
、
善
を
爲
す
は
最
も
樂
し
。
此
の
兩
言
は
童
に
し
て
之
を
習
ひ
、
身
は
旣
に
官
を
去
り
分
に
安
ん
じ
て
理
に

循
ひ
、
公
に
逋
負
無
く
、
私
に
過
犯
無
く
、
風
格
は
稍
や
峻
な
り
と
雖
も
、
深
居
し
て
簡ま

れ
に
出
づ
れ
ば
、
人
誰
か
得
て
之
を
問
は
ん
や
。

此
れ
區
區
自
全
に
し
て
、
亦
た
吾
が
黨
の
爲
に
氣
を
增
す
な
り
。
此
れ
其
の
肝
鬲
の
要
の
一
な
り
。

B3
　
思
う
に
県
外
の
人
々
は
、
湖
北
人
は
剽
悍
で
わ
が
京
山
県
は
特
に
甚
だ
し
い
と
申
し
ま
す
。
こ
う
し
た
議
論
が
ど
こ
か
ら
起
っ
た
の
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か
存
じ
ま
せ
ん
が
、
お
そ
ら
く
我
々
が
争
い
ご
と
を
好
み
、
進
む
ば
か
り
で
退
く
こ
と
を
知
ら
ず
、
一
手
を
さ
し
ま
ち
が
え
て
勝
負
全
体

を
失
う
、
と
い
っ
た
こ
と
を
行
っ
て
き
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
現
在
わ
が
郷
里
の
紳
士
に
は
人
徳
の
高
い
長
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
よ

そ
の
人
は
わ
が
県
の
勝
母
・
朝
歌
の
よ
う
な
（
2
）
悪
い
評
判
を
う
と
ん
じ
て
、
訪
問
も
し
ま
せ
ん
し
、
こ
ち
ら
が
面
会
を
求
め
て
も
名
刺

を
う
け
と
り
ま
せ
ん
。
い
っ
た
い
何
と
い
う
時
代
で
し
ょ
う
か
。
よ
そ
の
人
は
我
々
を
み
み
ず
く
の
よ
う
な
卑
し
い
動
物
と
思
っ
て
い
る

の
に
、
自
分
で
は
鳳
凰
や
麒
麟
の
つ
も
り
で
、
弓
の
名
人
羿
の
射
程
の
な
か
で
悠
悠
と
遊
ん
で
い
る
の
で
す
。
そ
の
こ
と
に
何
の
幸
い
が

あ
り
ま
し
ょ
う
か
。「
止
ま
る
を
知
れ
ば
辱
め
ら
れ
ず
」（

3
）「
善
を
な
す
は
最
も
楽
し
」（

4
）
の
二
句
は
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
習
う
も
の
で

す
。
私
は
す
で
に
官
を
辞
し
、
分
に
安
ん
じ
理
に
従
い
、
お
上
に
対
し
て
は
税
の
滞
納
は
な
く
、
個
人
と
し
て
も
過
ち
を
犯
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
性
格
の
激
し
い
と
こ
ろ
は
あ
る
と
し
て
も
、
家
に
こ
も
っ
て
め
っ
た
に
外
出
し
な
け
れ
ば
、
気
に
す
る
人
も
な
い
で
し
ょ
う
。
こ

れ
は
私
が
自
分
の
安
全
を
は
か
る
と
と
も
に
、
ま
た
我
が
一
族
の
た
め
に
気
を
養
う
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
で
す
。
こ
れ
が
我
が
内
心
に
思

う
と
こ
ろ
の
第
一
で
す
。

註（
2
）　
い
ず
れ
も
地
名
。
親
孝
行
な
曾
参
は
「
母
に
勝
つ
」
と
い
う
名
を
う
と
ん
じ
、
遊
楽
を
非
と
し
た
墨
子
は
「
朝
か
ら
歌
う
」
と
い
う
名
を
う
と
ん
じ

て
、
そ
の
地
に
行
か
な
か
っ
た
と
い
う
故
事
。『
淮
南
子
』
説
山
訓
な
ど
。

（
3
）　
出
典
は
『
老
子
』
第
四
十
四
章
の
「
知
足
不
辱
、
知
止
不
殆
」
で
あ
る
が
、
こ
の
引
用
で
は
「
足
」
と
「
止
」
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

（
4
）　『
後
漢
書
』
東
平
憲
王
蒼
伝
。

C1
　
人
家
子
侄
懶
學
、
親
族
好
事
、
奴
僕
橫
行
、
三
者
皆
緣
主
人
素
與
郡
邑
大
夫
院
衜
官
長
周
旋
、
故
子
弟
親
戚
、
緩
急
觀
望
、
奴
僕
倚

城
社
作
姦
。
吾
邑
聲
名
之
壞
、
大
卛
由
此
。
今
旣
杜
門
寡
交
、
自
邑
侯
貳
領
愽
士
先
生
以
上
、
一
切
不
通
往
來
、
則
子
弟
絕
望
、
親
戚
亦

不
以
閒
事
相
聒
、
家
奴
知
主
人
素
失
禮
于
上
官
、
斂
手
入
市
、
逢
人
讓
路
矣
。
如
此
則
門
無
剝
啄
之
警
、
身
受
淸
寜
之
福
。
良
覺
省
便
。
憶

自
乙
巳
歲
、
兩
兒
進
學
後
、
雖
孤
侄
孤
甥
、
縣
試
無
名
、
寜
爲
貲
助
、
不
爲
干
謁
。
宅
後
地
高
價
平
買
、
强
鄰
生
端
、
委
而
棄
之
。
豈
曰
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能
讓
、
亦
唯
以
息
紛
爭
之
擾
、
省
出
門
之
煩
。
妻
子
無
識
、
笑
其
瀧
涷
、
區
區
拊
掌
、
自
謂
得
計
。
蓋
能
忍
一
朝
之
忿
、
而
後
能
愽
一
日

之
安
。
隻
字
不
入
官
府
、
勾
使
不
到
家
庭
。
昔
人
云
、
無
事
此
靜
坐
、
一
日
如
兩
日
。
何
爲
匆
匆
冗
冗
、
與
世
紛
紜
。
此
其
肝
鬲
之
要
二

也
。

C2
　
人
家
の
子
侄
學
を
懶お

こ
たり
、
親
族
事
を
好
み
、
奴
僕
橫
行
す
、
三
者
皆
な
主
人
の
素
よ
り
郡
邑
の
大
夫
・
院
衜
・
官
長
と
周
旋
す
る
に

緣
り
、
故
に
子
弟
親
戚
、
緩
急
觀
望
し
、
奴
僕
は
城
社
に
倚
り
て
姦
を
作
す
。
吾
が
邑
の
聲
名
の
壞
る
る
は
、
大
卛
此
れ
に
由
る
。
今
旣

に
門
を
杜
し
交
は
り
を
寡
く
し
、
邑
侯
・
貳
領
よ
り
愽
士
先
生
以
上
、
一
切
往
來
を
通
ぜ
ざ
れ
ば
、
則
ち
子
弟
は
望
み
を
絕
ち
、
親
戚
も

亦
た
閒
事
を
以
て
相か

ま
び
す聒
し
く
せ
ず
、
家
奴
は
主
人
の
素
よ
り
禮
を
上
官
に
失
す
る
を
知
れ
ば
、
手
を
斂お
さ

め
て
市
に
入
り
、
人
に
逢
へ
ば
路

を
讓
る
。
此
く
の
如
く
せ
ば
則
ち
門
に
剝
啄
の
警
無
く
、
身
に
淸
寜
の
福
を
受
く
。
良
に
省
便
な
る
を
覺
ゆ
。
憶
ふ
に
乙
巳
の
歲
よ
り
、
兩

兒
進
學
し
て
後
、
孤
侄
孤
甥
、
縣
試
に
名
無
き
も
、
寜
ろ
貲
助
を
爲
す
も
、
干
謁
を
爲
さ
ず
。
宅
後
の
地
は
高
價
に
て
平
買
し
、
强
鄰
端

を
生
ず
る
も
、
委
ね
て
之
を
棄
つ
。
豈
に
能
く
讓
る
と
曰
は
ん
や
、
亦
た
唯
だ
以
て
紛
爭
の
擾
を
息や

め
、
出
門
の
煩
を
省
く
の
み
。
妻
子

は
無
識
に
し
て
其
の
瀧
涷
を
笑
ふ
も
、
區
區
は
掌
を
拊う

ち
て
、
自
ら
計
を
得
た
り
と
謂
ふ
。
蓋
し
能
く
一
朝
の
忿い
か

り
を
忍
び
て
、
而
る
後

に
能
く
一
日
の
安
を
愽
せ
ば
な
り
。
隻
字
も
官
府
に
入
ら
ず
、
勾
使
は
家
庭
に
至
ら
ず
。
昔
人
云
は
く
、
事
無
く
此
に
靜
坐
す
れ
ば
、
一

日
は
兩
日
の
如
し
と
。
何な

ん

爲す

れ
ぞ
匆
匆
冗
冗
と
し
て
、
世
と
と
も
に
紛
紜
せ
ん
。
此
れ
其
の
肝
鬲
の
要
の
二
な
り
。

C3
　
世
の
中
の
家
々
に
お
い
て
、
子
侄
が
学
問
を
怠
け
る
、
親
族
が
争
い
を
好
む
、
奴
僕
が
横
行
す
る
、
の
三
者
は
、
み
な
主
人
が
も
と

も
と
知
府
・
知
県
・
監
察
御
史
・
道
員
な
ど
の
地
方
官
と
交
際
し
て
い
る
た
め
に
、
子
弟
や
親
戚
は
そ
の
状
況
を
眺
め
、
奴
僕
は
そ
れ
を

後
ろ
盾
に
し
て
悪
事
を
な
す
の
で
す
。
我
が
県
の
評
判
が
悪
い
の
は
、
お
お
む
ね
こ
れ
に
よ
り
ま
す
。
今
私
は
す
で
に
門
を
と
ざ
し
て
交

際
を
避
け
、
知
県
・
佐
貳
官
・
教
諭
以
上
の
方
々
と
は
一
切
往
来
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
子
弟
は
（
成
績
を
手
加
減
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
）

望
み
を
絶
ち
、
親
戚
も
余
計
な
こ
と
に
口
を
だ
さ
ず
、
家
奴
は
主
人
が
日
ご
ろ
上
官
に
対
し
礼
を
尽
く
し
て
い
な
い
の
を
知
っ
て
い
る
の

で
、
街
で
は
慎
ん
だ
態
度
を
と
り
、
人
に
会
え
ば
道
を
譲
る
の
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
こ
そ
、
家
に
は
捜
査
の
手
が
及
ぶ
こ
と
も
な
く
、
身
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は
や
す
ら
か
な
幸
福
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
こ
と
に
安
穏
無
事
で
あ
り
ま
す
。
思
え
ば
乙
巳
の
歳
（
万
暦
三
十
三
年
、
一
六
〇
五
）
に

二
人
の
息
子
が
学
校
に
入
っ
て
後
、
親
の
な
い
侄
・
甥
は
県
試
に
落
ち
た
の
で
す
が
、
私
は
（
彼
ら
の
た
め
に
）
資
金
援
助
は
し
た
も
の
の
、

地
方
官
に
面
会
を
求
め
て
（
合
格
を
）
頼
む
こ
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
家
の
裏
の
土
地
は
高
い
値
段
で
公
平
に
買
い
、
鄰
の
有
力
者
が
争

い
を
起
こ
し
た
時
も
彼
ら
に
譲
っ
て
や
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
謙
譲
の
美
徳
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
紛
争
の
わ
ず
ら
わ
し
さ

を
避
け
、
外
出
す
る
面
倒
を
省
き
た
か
っ
た
か
ら
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
無
知
な
妻
は
私
の
負
け
犬
ぶ
り
（
5
）
を
笑
い
ま
し
た
が
、
私
は
手
を

打
っ
て
喜
び
、
こ
れ
こ
そ
得
策
と
考
え
た
の
で
す
。
と
い
う
の
も
一
朝
の
怒
り
を
我
慢
し
て
こ
そ
一
日
の
安
寧
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
す
。
官
府
に
は
一
文
字
の
訴
え
を
差
し
出
す
こ
と
も
な
く
、
ト
ラ
ブ
ル
が
家
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
古
の
人
は
「
事
も
な
く

静
座
す
れ
ば
、
一
日
は
両
日
の
ご
と
し
」（

6
）
と
言
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
あ
く
せ
く
し
て
世
の
中
と
ご
た
ご
た
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ

う
か
。
こ
れ
が
我
が
内
心
に
思
う
と
こ
ろ
の
第
二
で
す
。

註（
5
）　
原
文
「
瀧
涷
」
は
「
東
籠
」
と
同
義
。
負
け
て
挫
け
る
さ
ま
。

（
6
）　
蘇
軾
「
司
命
宮
楊
道
士
息
軒
」。

D1
　
生
平
不
善
飮
酒
、
不
愽
奕
、
不
遊
嬉
、
對
客
兀
坐
、
終
日
木
偶
、
惟
好
古
讀
書
、
癖
入
膏
肓
、
家
有
古
彝
器
、
高
人
墨
蹟
、
把
玩
可

以
永
日
。
辭
翰
粗
習
而
不
工
、
亦
不
甚
好
也
。
緬
惟
先
垩
六
經
之
訓
、
炳
如
日
星
。
數
千
年
來
、
各
家
師
說
蒙
蔽
、
多
未
發
之
隱
。
願
以

未
死
之
年
、
鑽
堅
硏
微
、
手
爲
註
釋
、
補
歬
人
所
未
備
。
非
竭
十
年
之
力
不
可
。
而
今
已
五
年
矣
、
功
將
及
半
。
人
生
五
十
始
衰
、
余
又

過
四
。
來
日
苦
短
、
有
志
未
竟
、
恤
死
之
不
遑
、
遑
恤
門
外
事
。
此
肝
鬲
之
要
三
也
。

D2
　
生
平
善
く
飮
酒
せ
ず
、
愽
奕
せ
ず
、
遊
嬉
せ
ず
、
客
に
對む

か

ひ
て
兀
坐
し
、
終
日
木
偶
た
り
、
惟
だ
古
き
を
好
み
て
書
を
讀
み
、
癖
は

膏
肓
に
入
る
。
家
に
古
彝
器
、
高
人
の
墨
蹟
有
り
、
把
玩
し
て
以
て
永
日
な
る
べ
し
。
辭
翰
は
粗ほ

ぼ
習
ふ
も
而
れ
ど
も
工
み
な
ら
ず
、
亦

た
甚
だ
し
く
は
好
か
ら
ざ
る
な
り
。
緬は

る

か
に
惟
ふ
に
先
垩
の
六
經
の
訓
は
、
炳
と
し
て
日
星
の
如
き
も
、
數
千
年
來
、
各
家
の
師
說
蒙
蔽
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し
、
未
發
の
隱
多
し
。
願
は
く
は
未
死
の
年
を
以
て
、
堅
き
を
鑽う
が

ち
微
な
る
を
硏と

ぎ
、
手
づ
か
ら
註
釋
を
爲
し
て
、
歬
人
の
未
だ
備
は
ら

ざ
る
所
を
補
は
ん
と
。
十
年
の
力
を
竭
く
す
に
非
ざ
れ
ば
可
な
ら
ざ
ら
ん
も
、
而
れ
ど
も
今
已
に
五
年
な
り
て
、
功
は
將
に
半
ば
に
及
ば

ん
と
す
。
人
生
五
十
に
し
て
始
め
て
衰
ふ
る
も
、
余
又
た
四
を
過
ぐ
。
來
日
は
短
き
に
苦
し
み
、
志
有
る
も
未
だ
竟
く
さ
ず
、
死
の
遑
あ

ら
ざ
る
を
恤う

れ

ふ
る
に
、
門
外
の
事
を
恤
ふ
る
に
遑
あ
ら
ん
や
。
此
れ
其
の
肝
鬲
の
要
の
三
な
り
。

D3
　
私
は
日
ご
ろ
か
ら
酒
を
た
し
な
ま
ず
、
博
打
も
遊
び
に
外
出
す
る
こ
と
も
い
た
し
ま
せ
ん
。
客
が
来
て
も
じ
っ
と
木
偶
の
よ
う
に
座
っ

て
い
る
き
り
で
す
。
た
だ
古
を
好
み
読
書
す
る
癖
は
膏
肓
に
入
っ
て
お
り
、
家
に
は
古
い
青
銅
器
や
隠
士
の
墨
蹟
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を

愛
玩
し
て
一
日
中
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
文
章
は
い
さ
さ
か
習
い
ま
し
た
が
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
上
手
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
思
い
ま
す
に
、
先
聖
の
六
経
の
教
え
は
太
陽
や
星
の
よ
う
に
明
ら
か
で
す
が
、
数
千
年
来
、
各
家
の
学
者
が
諸
説
を

伝
承
し
て
覆
い
隠
し
た
た
め
、
知
ら
れ
て
い
な
い
意
味
も
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
願
わ
く
は
死
ぬ
ま
で
に
研
鑽
を
つ
み
、
自
ら
注
釈
を

加
え
て
前
人
の
及
ば
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
補
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
十
年
の
力
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
無
理
で
し
ょ
う
が
今
は
す
で
に

五
年
経
ち
、
そ
の
成
果
は
半
ば
に
及
ば
ん
と
し
て
い
ま
す
。
人
は
五
十
を
過
ぎ
れ
ば
衰
え
る
と
い
い
ま
す
が
、
私
も
五
十
を
四
年
過
ぎ
ま

し
た
。
残
さ
れ
た
時
間
は
短
く
、
志
は
遂
げ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
死
が
近
い
こ
と
を
憂
え
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
、
家
の
外
の
こ
と
に
か

ま
っ
て
い
る
暇
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
こ
れ
が
我
が
内
心
に
思
う
と
こ
ろ
の
第
三
で
す
。

E1
　
三
者
向
未
以
語
人
、
雖
妻
孥
無
喩
吾
意
者
。
惟
皇
天
后
土
、
先
垩
先
師
、
或
者
監
之
。
而
今
以
語
足
下
、
豈
謂
足
下
知
我
乎
。
聊
以

明
區
區
非
好
與
人
長
短
、
專
心
田
舍
者
也
。
使
不
佞
專
心
田
舍
、
當
日
與
官
府
酬
往
、
規
求
便
利
。
而
縣
大
夫
蒞
政
兩
年
、
尙
不
識
面
。
則

不
佞
豈
好
事
之
徒
、
爭
利
之
人
哉
。
足
下
可
以
垂
察
矣
。

E2
　
三
者
向さ

き

に
未
だ
以
て
人
に
語
ら
ず
、
妻
孥
と
雖
も
吾
が
意
を
喩さ
と

る
者
無
し
。
惟
だ
皇
天
后
土
、
先
垩
先
師
の
み
、
或
い
は
之
を
監み

ん
。

而
し
て
今
以
て
足
下
に
語
る
は
、
豈
に
足
下
我
を
知
る
と
謂
へ
ば
な
ら
ん
や
。
聊
か
以
て
區
區
の
人
と
長
短
す
る
を
好
み
田
舍
に
專
心
す
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る
者
に
非
ざ
る
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
な
り
。
使も

し
不
佞
田
舍
に
專
心
せ
ば
、
當
日
官
府
と
酬
往
し
、
便
利
を
規
求
せ
し
な
ら
ん
。
而

る
に
縣
大
夫
蒞
政
す
る
こ
と
兩
年
な
る
も
、
尙
ほ
面
を
識
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
不
佞
豈
に
好
事
の
徒
、
爭
利
の
人
な
ら
ん
や
。
足
下
以
て
垂

察
す
べ
し
。

E3
　
こ
の
三
者
は
、
い
ま
ま
で
他
人
に
語
っ
た
こ
と
は
な
く
、
妻
子
も
私
の
考
え
を
知
り
ま
せ
ん
。
た
だ
天
地
及
び
先
聖
先
師
の
み
が
或

い
は
照
覧
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
今
足
下
に
申
し
上
げ
た
の
は
、
足
下
が
私
の
知
己
で
あ
る
と
思
っ
た

か
ら
で
は
な
く
、
私
が
他
人
と
争
っ
た
り
不
動
産
の
獲
得
に
熱
中
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

も
し
私
が
不
動
産
の
獲
得
に
熱
中
し
て
い
る
な
ら
、
以
前
か
ら
官
府
と
つ
き
あ
っ
て
便
宜
を
求
め
た
で
し
ょ
う
が
、
現
在
知
県
は
着
任
し

て
二
年
に
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
そ
の
顔
を
知
り
ま
せ
ん
。
で
あ
る
か
ら
に
は
、
私
は
ど
う
し
て
事
を
好
み
利
を
争
う
人
物
で
あ

り
え
ま
し
ょ
う
か
。
足
下
も
察
し
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。

F1
　
夫
足
下
世
冑
也
。
令
祖
方
伯
公
、
田
舍
甲
于
閭
里
。
尊
公
又
從
而
附
益
之
、
足
下
拱
手
而
受
成
。
于
人
世
艱
難
、
自
可
無
問
。
區
區

窶
人
子
、
先
君
一
官
淸
白
、
家
無
甔
儲
。
今
與
尊
府
相
連
馬
跑
泉
滔
口
薄
田
、
皆
不
佞
十
七
年
歬
拮
据
置
買
、
爲
老
母
饘
粥
、
一
家
餬
口

計
。
而
滔
口
之
有
尊
公
生
兆
、
則
自
近
年
始
耳
。
區
區
創
業
之
初
、
豈
預
知
尊
公
將
卜
兆
於
此
、
先
去
以
避
之
乎
。
去
年
突
將
馬
跑
泉
百

年
水
利
、
一
旦
阻
絕
、
使
薄
田
數
頃
、
化
爲
焦
土
。
時
足
下
內
召
、
胡
幼
泉
年
伯
、
馬
瑞
華
親
家
、
皆
云
候
足
下
歸
易
處
耳
。
無
何
、
霖

雨
大
降
、
不
佞
于
時
注
易
初
畢
、
踟
躕
滿
志
、
世
情
冷
煖
、
忽
忽
都
忘
。
比
足
下
歸
、
馬
瑞
華
謂
、
足
下
不
改
其
父
之
政
也
。
不
佞
歎
足

下
孝
子
哉
、
抑
或
者
將
彌
縫
其
闕
、
泯
其
迹
、
使
不
佞
陰
受
賜
乎
、
未
可
知
也
。
于
時
不
佞
方
注
書
、
歬
事
盡
置
度
外
。
比
入
冬
、
書
畢
、

將
謀
注
禮
。
三
禮
浩
繁
、
非
數
年
不
可
了
。
而
兩
兒
懶
學
、
欲
以
家
事
付
之
。
値
縣
司
編
稅
、
遂
令
兩
兒
履
畝
淸
額
、
不
意
執
事
者
一
旦

炰
咻
震
怒
、
摐
金
伐
鼓
、
械
杖
如
雨
、
畚
插
如
雲
、
咄
嗟
之
頃
、
薄
田
五
堰
、
盡
築
爲
大
堤
。
不
佞
聞
之
、
莞
爾
而
笑
曰
、
可
謂
庶
民
攻

之
、
不
日
成
之
者
矣
。
然
習
靜
久
、
三
吿
至
、
不
爲
投
杼
。
已
乃
復
自
思
惟
、
不
易
不
于
、
長
此
安
窮
。
於
是
卛
略
數
語
、
授
兒
曹
代
書
、
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吿
邑
長
者
、
求
爲
先
容
。
而
尊
公
報
以
纚
纚
大
篇
、
不
惟
以
滔
口
之
五
堰
爲
當
築
、
且
倂
以
馬
跑
泉
之
水
利
爲
當
阻
。
至
是
始
知
足
下
果

不
改
其
父
之
政
、
而
不
佞
亦
竟
不
得
蒙
足
下
陰
芘
之
賜
矣
。
將
若
之
何
。

F2
　
夫
れ
足
下
は
世
冑
な
り
。
令
祖
方
伯
公
、
田
舍
は
閭
里
に
甲
た
り
。
尊
公
も
又
た
從
り
て
之
に
附
益
し
、
足
下
手
を
拱こ

ま
ぬき
て
成
を
受

く
。
人
世
の
艱
難
に
お
い
て
、
自
づ
と
問
ふ
こ
と
無
か
る
べ
し
。
區
區
は
窶
人
の
子
な
り
、
先
君
一
官
淸
白
に
し
て
、
家
に
甔
儲
無
し
。
今

尊
府
と
相
ひ
連
な
る
馬
跑
泉
・
滔
口
の
薄
田
は
、
皆
不
佞
十
七
年
歬
に
拮
据
し
て
置
買
し
、
老
母
の
饘
粥
、
一
家
の
餬
口
の
計
を
爲
す
。
而

し
て
滔
口
に
尊
公
の
生
兆
有
る
は
、
則
ち
近
年
よ
り
始
ま
る
の
み
。
區
區
の
創
業
の
初
め
、
豈
に
預
め
尊
公
の
將
に
兆
を
此
に
卜
は
ん
と

す
る
を
知
り
、
先
に
去
り
て
以
て
之
を
避
け
ん
や
。
去
年
突に

は

か
に
馬
跑
泉
の
百
年
の
水
利
を
ば
一
旦
に
阻
絕
し
、
薄
田
數
頃
を
し
て
化
し

て
焦
土
と
爲
ら
し
む
。
時
に
足
下
內
召
せ
ら
れ
、
胡
幼
泉
年
伯
、
馬
瑞
華
親
家
、
皆
な
云
は
く
足
下
歸
る
を
候
ち
て
易
處
せ
ん
の
み
と
。
何い

く
ば
く
も
無
く
霖
雨
大
い
に
降
り
、
不
佞
時
に
お
い
て
易
に
注
す
る
こ
と
初
め
て
畢
は
り
、
踟
躕
滿
志
し
て
、
世
情
の
冷
煖
は
忽
忽
と
し

て
都す

べ

て
忘
る
。
比こ
の

ご
ろ
足
下
歸
る
に
、
馬
瑞
華
謂
は
く
、
足
下
其
の
父
の
政
を
改
め
ざ
る
な
り
と
。
不
佞
歎
ず
る
に
、
足
下
孝
子
な
る
か

な
、
抑ま

た
或
い
は
將ま
さ

に
其
の
闕
を
彌
縫
し
て
其
の
迹
を
泯け

し
、
不
佞
を
し
て
陰ひ
そ

か
に
賜
を
受
け
し
め
ん
と
す
る
か
、
未
だ
知
る
べ
か
ら
ざ

る
な
り
と
。
時
に
お
い
て
不
佞
方ま

さ

に
書
に
注
せ
ん
と
し
、
歬
事
は
盡
く
度
外
に
置
く
。
比
ご
ろ
冬
に
入
り
、
書
畢
は
り
、
將
に
禮
に
注
す

る
を
謀
ら
ん
と
す
。
三
禮
は
浩
繁
な
り
て
、
數
年
に
非
ず
ん
ば
了お

は
る
べ
か
ら
ず
。
而
し
て
兩
兒
學
を
懶
れ
ば
、
家
事
を
以
て
之
に
付
せ

ん
と
欲
す
。
縣
司
稅
を
編
ず
る
に
値
り
、
遂
に
兩
兒
を
し
て
畝
を
履
み
て
額
を
淸
せ
し
む
る
に
、
意お

も

は
ざ
り
き
、
執
事
者
一
旦
炰
咻
震
怒

し
、
金
を
摐う

ち
鼓
を
伐
ち
、
械
杖
は
雨
の
如
く
、
畚
插
は
雲
の
如
く
、
咄
嗟
の
頃
、
薄
田
の
五
堰
に
、
盡
く
築
き
て
大
堤
を
爲つ
く

る
と
は
。
不

佞
之
を
聞
き
、
莞
爾
と
し
て
笑
ひ
て
曰
は
く
、
庶
民
之
を
攻
む
れ
ば
日
な
ら
ず
し
て
之
を
成
す
者
な
り
と
。
然
し
て
習
靜
す
る
こ
と
久
し

く
、
三
た
び
吿
げ
至
る
も
投
杼
を
爲
さ
ず
。
已
に
乃
ち
復
た
自
ら
思
惟
す
る
に
、
易
へ
ず
于な

さ
ず
し
て
此
れ
を
長
ず
れ
ば
安
ん
ぞ
窮
ま
ら

ん
と
。
是
に
於
い
て
數
語
を
卛
略
し
、
兒
曹
に
授
け
て
代
書
せ
し
め
、
邑
の
長
者
に
吿
げ
、
先
容
を
爲
さ
ん
こ
と
を
求
む
。
而
る
に
尊
公

報
ず
る
に
纚
纚
た
る
大
篇
を
以
て
し
、
惟
だ
に
滔
口
の
五
堰
を
以
て
當
に
築
く
べ
き
と
爲
す
の
み
な
ら
ず
、
且
つ
倂
せ
て
馬
跑
泉
の
水
利
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を
以
て
當
に
阻
ぐ
べ
き
と
爲
す
。
是
に
至
り
始
め
て
足
下
果
し
て
其
の
父
の
政
を
改
め
ず
し
て
、
而
し
て
不
佞
亦
た
竟
に
足
下
の
陰
芘
の

賜
を
蒙
る
を
得
ざ
る
を
知
る
。
將
に
之
を
若い

か
ん何
せ
ん
と
す
る
や
。

F3
　
そ
も
そ
も
足
下
は
代
々
の
名
家
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ご
祖
父
の
方
伯
公
は
、
こ
の
地
域
最
大
の
不
動
産
所
有
者
で
、
ご
尊
父
も

ま
た
不
動
産
を
買
い
足
さ
れ
ま
し
た
。
足
下
は
努
力
す
る
こ
と
な
く
そ
の
成
果
を
受
け
継
ぎ
、
人
の
世
の
苦
労
に
つ
い
て
は
知
る
必
要
も

な
く
過
ご
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
私
は
貧
乏
人
で
あ
り
、
亡
き
父
は
清
廉
な
官
僚
で
、
家
に
は
全
く
蓄
え
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
貴
家
と
境
を
接
し
て
い
る
馬
跑
泉
・
滔
口
の
私
の
田
は
、
み
な
私
が
十
七
年
前
に
苦
労
し
て
買
い
、
老
母
の
食
費
、
一
家
の

生
活
費
と
し
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
滔
口
に
ご
尊
父
の
生
前
墓
地
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
近
年
に
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
す
。
私
が

土
地
を
買
っ
た
時
、
ど
う
し
て
ご
尊
父
が
こ
こ
に
墓
を
作
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
予
知
し
、
前
も
っ
て
そ
れ
を
避
け
る
こ
と
を
得
た
で
し
ょ

う
か
。
去
年
（
ご
尊
父
は
）
突
然
馬
跑
泉
の
百
年
来
の
水
利
を
一
朝
に
し
て
塞
ぎ
止
め
、
私
の
田
数
頃
は
焦
土
と
化
し
ま
し
た
。
時
に
足
下

は
皇
帝
陛
下
に
召
見
せ
ら
れ
、
胡
幼
泉
年
伯
、
馬
瑞
華
親
家
は
み
な
、
足
下
が
帰
郷
し
て
か
ら
土
地
の
交
換
を
し
た
ら
よ
い
、
と
い
い
ま

し
た
。
間
も
な
く
大
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、
私
は
そ
の
時
、
易
経
の
注
釈
が
お
わ
っ
た
ば
か
り
で
そ
の
成
果
に
す
こ
ぶ
る
得
意
で
あ
り
、
世

情
の
冷
暖
と
い
っ
た
こ
と
は
全
く
念
頭
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
足
下
が
帰
郷
さ
れ
る
と
馬
瑞
華
が
、
足
下
は
そ
の
父
の
方
法
を
改
め
よ

う
と
し
な
い
、
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
感
嘆
し
て
思
う
に
、「
足
下
は
孝
子
な
の
だ
か
ら
（
正
面
切
っ
て
ご
尊
父
を
批
判
す
る
の
で
な
く
）、

あ
る
い
は
（
ご
尊
父
の
）
過
ち
を
補
い
、
そ
の
結
果
を
改
め
て
、
私
が
そ
の
恩
恵
を
陰
な
が
ら
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
。
こ
の
と
き
私
は
書
経
の
注
釈
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
件
に
関
心
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
冬
に
入
る
こ
ろ
、
書
経
が
終
わ

り
、
礼
に
と
り
か
か
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
三
礼
は
浩
瀚
で
、
数
年
は
か
か
り
そ
う
で
し
た
。
し
か
も
二
人
の
息
子
は
学
問
を
さ
ぼ
っ

て
い
る
の
で
、
家
の
経
営
を
彼
ら
に
ま
か
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
税
の
編
審
の
と
き
に
あ
た
り
、
二
人
の
息
子
に
現
地
に
行
っ
て
面
積

を
確
認
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
（
足
下
の
家
の
）
担
当
者
が
激
怒
し
て
、
鉦
や
太
鼓
を
う
ち
な
ら
し
、
棒
や
器
具
、
も
っ
こ
や
シ
ャ
ベ
ル

を
大
量
に
用
意
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
私
の
田
の
五
つ
の
溜
池
の
と
こ
ろ
に
大
堤
を
築
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
を
聞
き
、
に
っ
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こ
り
笑
っ
て
言
い
ま
し
た
。「『
多
人
数
で
す
れ
ば
す
ぐ
で
き
る
』（

7
）
と
い
う
わ
け
だ
ね
」
と
。
じ
っ
と
待
つ
こ
と
久
し
く
、
何
度
も
知

ら
せ
が
来
て
も
（
曾
参
の
母
の
よ
う
に
そ
れ
を
信
じ
て
）（

8
）
行
動
を
起
こ
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
ま
た
考
え
て
み
る
に
、
何

も
し
な
い
で
い
て
こ
の
勢
い
を
増
大
さ
せ
れ
ば
止
ま
る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
か
、
と
。
そ
こ
で
数
語
を
息
子
に
口
述
し
て
書
か
せ
、
県

の
長
老
に
告
げ
、
と
り
な
し
を
頼
み
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
に
対
し
、
ご
尊
父
は
長
い
返
信
で
、
滔
口
の
五
つ
の
溜
池
に
は
（
大
堤
を
）
築

く
べ
き
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
馬
跑
泉
の
水
利
は
阻
害
す
べ
き
で
あ
る
、
と
言
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
私
は
初
め
て
、

足
下
が
ご
尊
父
の
や
り
方
を
改
め
て
お
ら
ず
、
私
も
足
下
の
お
蔭
を
被
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
ど
う
し
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
か
。

註（
7
）　
原
文
「
庶
民
攻
之
、
不
日
成
之
」。『
詩
経
』
大
雅
、
霊
台
。

（
8
）　
曾
参
の
母
は
「
曾
参
が
人
を
殺
し
た
」
と
い
う
知
ら
せ
が
来
て
も
信
じ
ず
機
織
り
を
続
け
て
い
た
が
、
三
人
か
ら
告
げ
ら
れ
る
に
至
っ
て
杼
を
投
げ

出
し
て
走
っ
た
と
い
う
故
事
。『
戦
国
策
』
な
ど
。

G1
　
夫
尊
公
無
地
不
相
扼
、
不
佞
何
地
可
相
避
。
縱
不
佞
謬
爲
高
雅
、
盡
置
田
舍
不
問
、
則
將
閉
門
枵
腹
、
嚼
稿
壤
、
咽
螬
李
、
而
爲
於

陵
仲
子
乎
。
於
是
不
佞
始
嘵
嘵
焉
、
向
足
下
一
鳴
耳
。
雖
然
爭
奪
之
言
出
口
、
則
淸
明
之
氣
銷
、
好
訟
之
辭
入
耳
、
則
風
雅
之
衜
喪
。
舍

文
弱
之
雍
容
、
而
爲
睚
眥
之
紛
綸
、
離
却
埽
之
淸
宴
、
而
開
盈
庭
之
鬧
市
。
使
居
不
得
安
其
所
、
退
不
得
脩
其
業
。
局
天
蹐
地
、
曝
纊
寢

關
、
區
區
向
所
布
肝
鬲
於
足
下
者
、
盡
付
之
東
流
矣
。

G2
　
夫
れ
尊
公
地
と
し
て
相
ひ
扼
せ
ざ
る
無
か
ら
ず
ん
ば
、
不
佞
何
の
地
か
相
ひ
避
く
べ
け
ん
。
縱
ひ
不
佞
謬
り
て
高
雅
た
り
、
盡
く
田

舍
を
置
き
て
問
は
ざ
る
も
、
則
ち
將
に
門
を
閉
じ
て
枵
腹
し
、
稿
壤
を
嚼か

み
、
螬
李
を
咽の

み
て
、
而
し
て
於
陵
の
仲
子
と
爲
ら
ん
か
。
是

に
於
い
て
不
佞
始
め
て
嘵
嘵
焉
と
し
て
足
下
に
向
ひ
て
一
鳴
す
る
の
み
。
然
り
と
雖
も
爭
奪
の
言
口
を
出
づ
れ
ば
則
ち
淸
明
の
氣
銷き

え
、
好

訟
の
辭
耳
に
入
れ
ば
則
ち
風
雅
の
衜
喪
は
る
。
文
弱
の
雍
容
を
舍す

て
て
而
し
て
睚
眥
の
紛
綸
を
爲
し
、
却
埽
の
淸
宴
を
離
れ
て
而
し
て
盈
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庭
の
鬧
市
を
開
く
。
居
る
も
其
の
所
に
安
ん
ず
る
を
得
ず
、
退
く
も
其
の
業
を
脩
む
る
を
得
ざ
ら
し
む
。
天
に
局
し
地
に
蹐
し
、
纊
を
曝

し
關
に
寢
み
、
區
區
の
向
に
肝
鬲
を
足
下
に
布
ぶ
る
所
の
者
、
盡
く
之
を
東
流
に
付
す
。

G3
　
ご
尊
父
が
す
べ
て
の
土
地
を
奪
お
う
と
さ
れ
る
な
ら
、
私
は
ど
の
土
地
に
逃
避
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
た
と
え
私
が
高
雅
を
気
取
り
、
す

べ
て
の
不
動
産
を
不
問
に
帰
し
た
と
し
て
も
、
門
を
閉
じ
て
空
き
腹
を
か
か
え
、
土
く
れ
や
虫
食
い
の
李
を
食
べ
、
於
陵
の
陳
仲
子
の
よ

う
な
生
活
（
9
）
を
送
れ
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
に
お
い
て
私
は
初
め
て
、
足
下
に
対
し
て
声
を
あ
げ
、
訴
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
次

第
で
す
。
争
奪
の
言
葉
が
口
か
ら
出
れ
ば
清
明
の
気
は
消
滅
し
、
訴
訟
好
き
の
言
葉
が
耳
に
入
れ
ば
、
風
雅
の
道
は
失
わ
れ
ま
す
。
文
弱

の
温
容
を
捨
て
て
目
を
怒
ら
せ
て
争
い
、
き
れ
い
に
掃
除
さ
れ
た
清
ら
か
な
宴
を
離
れ
て
や
か
ま
し
い
声
に
満
ち
た
庭
が
現
れ
ま
す
。
居

よ
う
と
し
て
も
そ
の
場
所
が
な
く
、
退
こ
う
と
す
る
と
学
業
を
修
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
天
地
の
間
で
び
く
び
く
し
な
が
ら
、
落
ち

着
か
な
い
生
活
を
送
る
（
10
）
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
が
足
下
に
心
の
内
を
お
話
し
し
た
こ
と
も
、
す
べ
て
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

註（
9
）　
陳
仲
子
は
戦
国
斉
の
人
、
不
義
の
禄
は
食
ま
な
い
と
し
て
於
陵
で
極
貧
生
活
を
送
っ
た
と
さ
れ
る
。『
孟
子
』
滕
文
公
下
な
ど
。

（
10
）　「
纊
を
曝
し
關
に
寝
み
」
は
、「
蚕
を
日
光
に
さ
ら
し
、
か
ん
ぬ
き
の
上
で
寝
る
」
と
い
う
意
味
で
、
安
寧
で
い
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
す
。『
淮
南
子
』

繆
称
訓
よ
り
。

H1
　
夫
天
下
事
惟
情
惟
理
惟
法
。
我
輩
鍾
情
、
庶
民
論
理
、
愚
夫
讀
法
。
足
下
法
官
也
、
事
至
議
法
、
卑
矣
。
人
品
至
犯
法
、
下
矣
。
吾

兩
人
者
、
直
當
以
情
語
。
請
足
下
平
氣
聽
之
、
虛
懷
訪
之
、
勿
信
群
小
、
勿
從
亂
命
。
其
必
有
以
忠
言
吿
足
下
者
。
儻
灼
見
區
區
之
情
、
誠

有
可
原
、
此
疆
爾
界
、
宜
仍
舊
貫
、
泯
于
無
迹
、
忘
于
無
言
、
安
于
無
事
、
俾
區
區
羪
拙
投
閒
、
席
門
長
掩
、
未
死
之
日
、
誰
非
足
下
之

賜
。

H2
　
夫
れ
天
下
の
事
は
、
惟
だ
情
、
惟
だ
理
、
惟
だ
法
の
み
。
我
輩
は
情
に
鍾あ

つ

く
し
、
庶
民
は
理
を
論
じ
、
愚
夫
は
法
を
讀
む
。
足
下
は

法
官
な
れ
ど
も
、
事
は
法
を
議
す
る
に
至
ら
ば
卑
な
り
。
人
品
は
法
を
犯
す
に
至
ら
ば
下
な
り
。
吾
が
兩
人
は
、
直
ち
に
當
に
情
を
以
て
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語
る
べ
し
。
請
ふ
足
下
氣
を
平
ら
か
に
し
て
之
を
聽
き
、
懷
を
虛
し
う
し
て
之
を
訪
ね
、
群
小
を
信
ず
る
な
く
、
亂
命
に
從
ふ
な
か
れ
。
其

れ
必
ず
忠
言
を
以
て
足
下
に
吿
ぐ
る
者
有
ら
ん
。
儻も

し
區
區
の
情
誠
に
原ゆ
る

す
べ
き
有
る
を
灼
見
し
、
此
の
疆
と
爾
の
界
と
、
宜
し
く
舊
貫

に
仍
る
べ
く
、
無
迹
に
泯
し
、
無
言
に
忘
れ
、
無
事
に
安
ん
じ
、
區
區
を
し
て
拙
を
羪
ひ
閒
に
投
じ
、
門
に
席
し
て
長
く
掩
は
し
め
ば
、
未

だ
死
せ
ざ
る
の
日
、
誰
か
足
下
の
賜
に
非
ざ
ら
ん
。

H3
　
そ
も
そ
も
天
下
の
事
（
の
解
決
法
）
は
、
情
・
理
・
法
あ
る
の
み
で
す
。
我
（々
士
大
夫
）
は
情
を
重
視
し
、
庶
民
は
理
を
論
じ
、
愚
か

者
は
法
を
読
み
ま
す
。
足
下
は
法
官
で
す
が
、
事
が
法
を
論
ず
る
に
至
れ
ば
卑
俗
で
あ
り
、
人
品
は
法
を
犯
す
に
至
れ
ば
下
劣
で
す
。
我
々

二
人
は
、
ま
さ
に
情
を
以
て
語
る
べ
き
で
す
。
足
下
は
ど
う
か
平
静
に
聞
き
、
虚
心
に
調
査
し
、
つ
ま
ら
ぬ
者
た
ち
の
言
葉
を
聞
か
ず
、

（
ご
尊
父
の
）
無
理
な
命
令
に
も
従
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
き
っ
と
忠
言
を
以
て
足
下
に
話
し
て
く
れ
る
者
が
い
る
で
し
ょ
う
。

も
し
私
の
情
を
よ
く
理
解
し
、
許
す
べ
き
事
情
が
あ
る
と
わ
か
っ
て
く
だ
さ
れ
ば
、
相
互
の
境
界
は
元
通
り
と
し
、（
こ
の
間
の
）
行
い
や

言
葉
は
な
か
っ
た
こ
と
と
し
て
忘
れ
、
無
事
の
状
態
に
安
ん
じ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。
そ
し
て
私
が
門
を
閉
じ
て
無
能
な
り
に
閑
居
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
の
余
生
は
す
べ
て
足
下
の
賜
物
と
い
え
ま
す
。

I1
　
蓋
不
佞
死
灰
也
、
而
足
下
煬
燄
也
。
今
姑
置
可
不
可
然
不
然
勿
論
、
惟
於
常
格
外
、
乞
哀
于
足
下
曰
、
請
勿
壅
泉
、
勿
曲
防
、
使
鄕

鄰
沾
一
滴
之
潤
、
解
倒
懸
之
渴
。
以
足
下
賢
明
、
亦
宜
優
爲
此
、
而
況
不
佞
非
無
因
而
至
者
、
何
難
一
見
許
乎
。
不
佞
於
足
下
、
雖
非
肺

腑
、
屢
世
桑
梓
、
未
始
無
瓜
葛
。
先
君
與
尊
先
仲
父
、
又
世
講
也
。
去
年
聞
足
下
有
南
臺
之
擢
、
私
心
愉
快
。
他
日
薄
業
就
、
殺
靑
建
鄴
、

詣
柱
下
繙
藏
書
。
固
我
東
衜
主
人
也
。
豈
意
未
離
里
閈
、
早
相
抵
啎
、
是
使
區
區
竟
不
敢
附
靑
雲
望
龍
門
矣
。

I2
　
蓋
し
不
佞
は
死
灰
な
り
、
而
し
て
足
下
は
煬
燄
な
り
。
今
姑し
ば

ら
く
可
と
不
可
、
然
と
不
然
は
置
き
て
論
ず
る
勿
く
、
惟
だ
常
格
の
外

に
於
い
て
、
足
下
に
乞
哀
し
て
曰
は
く
、
請
ふ
泉
を
壅
ぐ
勿
く
、
防
を
曲
ぐ
る
勿
く
、
鄕
鄰
を
し
て
一
滴
の
潤
に
沾
ひ
、
倒
懸
の
渴
を
解

か
し
め
よ
と
。
足
下
の
賢
明
を
以
て
せ
ば
、
亦
た
宜
し
く
優
に
し
て
此
れ
を
爲
す
べ
し
、
而
し
て
況
ん
や
不
佞
因
無
く
し
て
至
る
者
に
非
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ず
、
何
ぞ
一
た
び
見
許
す
る
こ
と
難
き
か
。
不
佞
は
足
下
に
於
い
て
、
肺
腑
に
非
ず
と
雖
も
、
屢
世
の
桑
梓
に
て
、
未
だ
始
め
よ
り
瓜
葛

無
く
ん
ば
あ
ら
ず
。
先
君
と
尊
先
仲
父
と
は
又
た
世
講
な
り
。
去
年
足
下
南
臺
の
擢
有
り
と
聞
き
、
私
か
に
心
に
愉
快
た
り
。
他
日
薄
業

就
り
、
建
鄴
に
殺
靑
せ
ば
、
柱
下
に
詣
り
て
藏
書
を
繙
か
ん
、
固
よ
り
我
東
衜
主
人
な
り
と
。
豈
に
意
は
ん
や
未
だ
里
閈
を
離
れ
ざ
る
に
、

早
く
も
相
ひ
抵
啎
す
、
是
れ
區
區
を
し
て
竟
に
敢
へ
て
靑
雲
に
附
し
龍
門
を
望
ま
ざ
ら
し
む
る
な
り
。

I3
　
思
う
に
、
私
は
冷
た
い
灰
の
よ
う
な
も
の
で
、
足
下
は
あ
か
あ
か
と
燃
え
る
炎
で
す
。
今
、
し
ば
ら
く
問
題
の
可
否
や
事
実
に
つ
い

て
は
一
応
置
き
、
慣
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
足
下
に
哀
願
い
た
し
ま
す
。
ど
う
か
泉
を
塞
が
ず
、
堤
を
改
変
せ
ず
、
郷
里
の
隣
人
た
ち
を
一

滴
の
水
で
潤
し
、
逆
さ
づ
り
の
よ
う
な
苦
痛
を
解
除
し
て
く
だ
さ
い
。
足
下
の
賢
明
さ
を
も
っ
て
す
れ
ば
容
易
な
は
ず
で
す
。
い
わ
ん
や

私
は
根
拠
も
な
く
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に
許
し
て
く
だ
さ
る
の
に
難
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
私
は
足

下
と
肺
腑
の
よ
う
な
親
し
い
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
代
々
同
じ
地
方
に
住
み
、
ご
縁
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
亡
き
父
は
（
足

下
の
）
亡
き
叔
父
上
と
同
窓
の
関
係
で
あ
り
ま
し
た
。
去
る
年
、
足
下
が
御
史
に
抜
擢
さ
れ
た
と
伺
い
、
ひ
そ
か
に
お
喜
び
申
し
上
げ
て

お
り
ま
し
た
。
他
日
私
の
学
業
が
成
就
し
た
な
ら
、
南
京
で
出
版
す
る
つ
い
で
に
足
下
の
も
と
に
伺
っ
て
蔵
書
を
紐
解
き
た
い
、
と
。
む

ろ
ん
私
が
お
も
て
な
し
す
る
つ
も
り
で
し
た
。
し
か
し
思
わ
ぬ
こ
と
に
、
郷
里
を
出
る
前
に
こ
う
し
た
も
め
ご
と
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
、
私

は
つ
い
に
敢
え
て
高
位
高
官
の
地
位
に
あ
る
足
下
を
お
訪
ね
す
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

J1
　
飜
然
垂
省
、
尙
存
乎
足
下
一
念
。
蓋
聞
智
者
不
可
辯
窮
、
而
可
以
情
感
。
龍
蛇
不
以
直
伸
、
而
以
詘
伸
。
今
使
足
下
萬
勝
、
不
佞
萬

不
勝
、
人
不
謂
足
下
善
、
謂
足
下
强
耳
。
使
足
下
萬
不
勝
、
不
佞
萬
勝
、
人
不
謂
足
下
不
善
、
謂
足
下
讓
耳
。
足
下
試
思
之
、
寜
以
侍
御

之
有
、
應
人
求
而
與
之
之
爲
貴
乎
。
寜
使
人
謂
侍
御
兼
他
人
之
有
之
爲
貴
乎
。
吾
聞
明
⺼
之
珠
不
以
彈
雀
、
屠
牛
之
刀
不
以
割
雞
。
一
勺

之
水
、
盌
脫
之
地
、
所
値
幾
何
、
挾
豸
冠
之
力
以
逐
升
斗
、
折
霜
簡
之
威
以
溺
寒
灰
。
借
使
得
之
、
非
曰
利
也
。
借
使
勝
之
、
非
曰
武
也
。

此
言
滑
稽
、
于
足
下
爲
蓍
蔡
。
越
人
關
弓
、
誰
肯
垂
涕
。
雖
有
長
者
居
閒
、
利
害
未
必
相
關
。
吾
與
足
下
當
局
。
願
盡
除
其
荊
棘
、
相
謪

其
肝
鬲
如
此
、
使
不
佞
受
賜
于
諸
長
者
、
勿
寜
使
不
佞
受
賜
于
足
下
乎
。
惟
足
下
圖
之
。
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J2
　
飜
然
と
し
て
垂
省
す
る
は
、
尙
ほ
足
下
の
一
念
に
存
す
。
蓋
し
聞
く
な
ら
く
、
智
者
は
辯
も
て
窮
す
べ
か
ら
ず
、
而
し
て
情
を
以
て

感
ず
べ
し
と
。
龍
蛇
は
直
を
以
て
伸
び
ず
、
而
し
て
詘
を
以
て
伸
ぶ
と
。
今
使
し
足
下
萬よ

ろ

づ
勝
ち
、
不
佞
萬
づ
勝
た
ざ
れ
ば
、
人
は
足
下

善
な
り
と
謂お

も

は
ず
し
て
、
足
下
强
な
り
と
謂
は
ん
の
み
。
使
し
足
下
萬
づ
勝
た
ず
、
不
佞
萬
づ
勝
た
ば
、
人
は
足
下
善
な
ら
ず
と
謂
は
ず
、

足
下
讓
れ
り
と
謂
は
ん
の
み
。
足
下
試
み
に
之
を
思
へ
、
寜
ろ
侍
御
の
有
を
以
て
人
の
求
め
に
應
じ
て
之
を
與
ふ
る
の
貴
き
と
爲
す
か
、
寜

ろ
人
を
し
て
侍
御
の
他
人
の
有
を
兼
ぬ
る
と
謂
は
し
む
る
を
之
れ
貴
き
と
爲
す
か
。
吾
聞
け
り
、
明
⺼
の
珠
は
以
て
雀
を
彈
た
ず
、
屠
牛

の
刀
は
以
て
雞
を
割
か
ず
と
。
一
勺
の
水
、
盌
脫
の
地
、
値
す
る
所
幾
何
ぞ
、
豸
冠
の
力
を
挾
み
て
以
て
升
斗
を
逐
ひ
、
霜
簡
の
威
を
折

り
て
以
て
寒
灰
を
溺
す
。
借
り
に
使
し
之
を
得
る
も
、
利
と
曰
ふ
に
非
ざ
る
な
り
。
借
り
に
使
し
之
に
勝
つ
も
、
武
と
曰
ふ
に
非
ざ
る
な

り
。
此
の
言
は
滑
稽
な
る
も
、
足
下
に
お
い
て
は
蓍
蔡
爲
り
。
越
人
弓
を
關ひ

く
に
誰
か
肯
て
垂
涕
せ
ん
。
長
者
の
居
閒
す
る
有
り
と
雖
も
、

利
害
は
未
だ
必
ず
し
も
相
ひ
關
せ
ず
。
吾
と
足
下
と
は
局
に
當
た
る
。
願
は
く
は
盡
く
其
の
荊
棘
を
除
き
、
其
の
肝
鬲
を
相
ひ
謪
す
る
こ

と
、
此
く
の
如
く
し
て
、
不
佞
を
し
て
賜
を
諸
長
者
に
受
け
し
む
る
よ
り
は
、
勿む

寜し

ろ
不
佞
を
し
て
賜
を
足
下
に
受
け
し
め
ん
か
。
惟
だ

足
下
之
を
圖
れ
。

J3
　
お
考
え
を
変
え
て
私
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
は
、
足
下
の
一
念
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
聞
く
所
で
は
、
知
者
に
は
理
屈
で
や

り
こ
め
る
こ
と
は
せ
ず
、
情
を
以
て
感
動
さ
せ
る
、
と
。
ま
た
龍
蛇
は
直
線
を
以
て
進
む
の
で
な
く
、
曲
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
進
む
、
と
。

今
も
し
足
下
が
す
べ
て
勝
ち
私
が
す
べ
て
負
け
る
な
ら
、
人
は
足
下
が
正
し
い
と
は
思
わ
ず
、
足
下
が
横
車
を
押
し
た
と
思
う
で
し
ょ
う
。

も
し
足
下
が
す
べ
て
負
け
私
が
す
べ
て
勝
っ
た
な
ら
、
人
は
足
下
が
間
違
っ
て
い
る
と
は
思
わ
ず
足
下
が
譲
っ
て
く
だ
さ
っ
た
と
思
う
で

し
ょ
う
。
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
御
史
と
し
て
の
富
を
以
て
人
の
求
め
に
応
じ
こ
れ
を
与
え
る
こ
と
を
貴
し
と
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
は
世
人
に
御
史
が
他
人
の
財
産
を
奪
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
貴
し
と
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
名
月
の
よ
う
な
珠

は
雀
を
撃
つ
に
は
使
わ
ず
、
牛
を
屠
る
刀
は
鶏
を
割
く
に
は
用
い
な
い
と
い
い
ま
す
。
一
掬
い
の
水
や
饅
頭
ほ
ど
の
大
き
さ
の
土
地
に
、
ど

ん
な
価
値
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
御
史
と
し
て
の
力
を
以
て
わ
ず
か
な
利
を
得
、
御
史
と
し
て
の
権
威
を
以
て
冷
た
い
灰
の
よ
う
な
無
力
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な
者
を
滅
ぼ
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
収
益
を
利
と
は
い
え
ず
、
そ
の
勝
利
を
武
と
は
い
え
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
語
は
馬
鹿
げ
た
笑
い
話

で
す
が
、
足
下
に
と
っ
て
は
卜
筮
（
の
よ
う
に
指
針
と
な
る
も
の
）
で
す
。
人
は
関
係
の
な
い
こ
と
（
11
）
に
は
涙
を
流
さ
ぬ
も
の
で
す
。
徳

の
あ
る
長
老
が
間
に
は
い
っ
て
く
れ
た
と
し
て
も
、
利
害
が
関
わ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
私
は
足
下
と
と
も
に
当
事
者
で
す
。
願
わ
く
は

す
べ
て
の
対
立
感
情
を
除
き
去
り
、
こ
の
よ
う
に
率
直
に
お
話
し
し
た
い
と
思
う
の
で
す
。
長
老
の
方
々
に
恩
恵
を
受
け
る
よ
り
は
足
下

か
ら
直
接
恩
恵
を
受
け
る
ほ
う
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
取
り
計
ら
い
く
だ
さ
い
。

註（
11
）　
原
文
「
越
人
關
弓
」。
遠
い
越
の
国
の
人
が
弓
を
引
い
て
も
気
に
し
な
い
（
が
、
兄
が
自
分
に
弓
を
引
け
ば
衝
撃
を
受
け
る
）
の
意
。『
孟
子
』
告
子

下
。

付
録
　
講
信
書
二
（
要
約
）

K
　【
先
日
足
下
に
書
簡
を
差
し
上
げ
た
が
、
足
下
は
取
り
合
っ
て
く
だ
さ
ら
な
い
の
で
、
や
む
を
え
ず
事
の
顛
末
を
申
し
上
げ
る
。】

L
　【
馬
跑
泉
（
別
名
沙
泉
）
の
灌
漑
す
る
田
は
嶺
の
西
側
が
多
く
を
占
め
、
十
里
の
間
に
百
家
千
頃
の
田
が
水
利
を
共
に
し
て
い
る
。
ご

尊
父
は
常
に
他
人
に
対
し
「
沙
泉
は
劉
氏
の
物
（
沙
泉
者
劉
氏
物
也
）
で
あ
る
の
に
郝
氏
が
こ
れ
を
奪
っ
た
」
と
言
う
が
、
そ
れ
は
で
た
ら

め
で
あ
る
。】

M
　【
泉
は
西
流
し
て
三
筋
の
水
路
に
分
か
れ
る
。
第
一
の
水
路
は
南
に
流
れ
、
滕
家
壋
（
壋
は
堰
の
意
）
と
な
り
、
滕
姓
等
数
十
家
が
（
そ

の
水
利
を
）
共
に
し
、
私
も
十
六
石
の
田
を
有
し
て
い
る
。
第
二
の
水
路
は
第
一
の
水
路
か
ら
別
れ
、
西
南
に
曲
が
っ
て
周
家
壋
と
な
り
、

周
姓
等
十
家
が
そ
れ
を
共
に
し
、
私
も
五
十
余
石
の
田
を
そ
の
な
か
に
持
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
半
嶺
の
真
下
で
ま
た
小
水
路
が
分
か
れ
、
こ

れ
は
北
向
き
に
流
れ
て
足
下
の
家
の
長
流
水
と
な
り
、
大
水
路
の
ほ
う
は
真
西
に
向
か
い
、
聶
家
壋
と
な
る
。
聶
姓
等
数
十
家
が
そ
れ
を

共
に
し
、
私
も
百
石
余
り
の
田
を
持
っ
て
い
る
。
滕
壋
・
周
壋
の
二
水
路
は
泉
に
近
く
地
勢
も
低
く
、
水
は
多
く
田
が
少
な
い
た
め
、
各

家
は
自
由
に
水
を
取
る
こ
と
が
で
き
、
昼
夜
（
の
取
り
分
）
を
決
め
て
い
な
い
。
聶
壋
は
泉
か
ら
や
や
遠
く
、
山
に
近
い
高
台
で
あ
り
、
田
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が
多
く
水
が
少
な
い
た
め
、
以
前
は
し
ば
し
ば
訴
訟
が
起
こ
り
、
各
姓
は
田
の
面
積
に
照
ら
し
て
水
の
取
り
分
を
決
め
、
日
夜
交
替
で
取

水
す
る
こ
と
に
し
た
。
嘉
靖
年
間
の
廖
朗
の
官
帖
及
び
各
家
の
私
約
が
と
も
に
証
拠
と
し
て
存
在
す
る
（
滕
壋
周
壋
二
溝
去
泉
近
、
地
勢
下
、

得
水
多
而
田
少
、
各
家
隨
便
利
取
水
、
故
不
分
晝
夜
。
聶
壋
去
泉
稍
遠
、
地
近
山
而
高
、
田
多
水
少
、
故
先
年
屢
訟
、
各
姓
照
田
分
水
、
日
夜
輪
流
。
嘉
靖

年
閒
廖
朗
官
帖
及
各
家
私
約
具
在
可
憑
也
）。
ご
尊
父
は
こ
の
水
路
の
水
は
も
っ
ぱ
ら
自
分
の
家
の
も
の
だ
と
主
張
す
る
が
、
こ
の
大
水
路
は

聶
壋
の
た
め
に
設
け
た
も
の
で
、
壋
よ
り
下
の
一
帯
は
み
な
私
及
び
諸
姓
の
田
で
あ
っ
て
、
貴
家
の
田
は
全
く
無
い
。
ご
祖
父
の
方
伯
公

は
、
万
暦
丁
亥
（
十
五
年
、
一
五
八
七
）
以
来
、
私
は
万
暦
乙
未
（
二
十
三
年
）
以
来
の
新
戸
（
令
祖
方
伯
公
萬
曆
丁
亥
年
來
、
不
佞
萬
曆
乙
未
年

來
、
皆
新
戶
也
）
で
あ
る
が
、
貴
家
の
沙
泉
の
田
は
ご
尊
父
の
田
三
十
石
弱
と
叔
父
上
の
田
八
十
石
弱
（
計
尊
公
沙
泉
田
不
及
三
十
石
、
及
令
叔

田
不
滿
八
十
餘
石
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
我
が
家
の
田
で
下
流
に
あ
る
も
の
は
百
六
十
石
に
達
す
る
（
而
薄
田
在
下
流
者
一
百
六
十
石
）。
こ
の

泉
の
灌
漑
す
る
田
は
千
石
近
く
も
あ
る
の
に
、
ご
尊
父
は
平
然
と
し
て
こ
の
水
を
己
の
物
と
称
し
て
い
る
。】

N
　【（
聶
）
壋
の
水
は
も
と
七
昼
夜
に
分
け
て
い
た
。
聶
秀
・
陳
進
が
一
昼
一
夜
、
王
安
が
一
昼
一
夜
、
廖
成
が
二
昼
二
夜
、
王
明
が
一

昼
一
夜
、
王
本
敬
が
一
昼
二
夜
、
王
本
義
・
龔
鶴
が
一
昼
一
夜
で
あ
っ
た
。
今
、
我
が
家
は
陳
（
進
）
の
田
（
そ
の
分
の
水
は
一
昼
夜
）、
王

安
の
田
の
半
分
（
半
昼
夜
）、
廖
成
の
田
の
半
分
（
一
昼
夜
）、
王
本
敬
の
田
の
半
分
（
半
昼
夜
）、
王
本
義
・
龔
鶴
の
田
の
全
部
（
一
昼
夜
）
を

入
手
し
て
お
り
、
合
計
す
る
と
我
が
家
の
田
の
水
の
取
り
分
は
四
昼
夜
と
な
り
、
各
姓
は
あ
わ
せ
て
三
昼
夜
と
な
る
。
各
家
の
公
私
の
新

旧
の
契
約
書
は
証
拠
と
し
て
存
在
す
る
（
各
家
公
私
新
舊
券
約
可
據
）。
も
し
私
が
こ
れ
ら
の
土
地
を
無
理
に
奪
っ
た
な
ら
、
他
の
家
が
黙
っ

て
い
る
は
ず
は
な
い
だ
ろ
う
。】

O

　

【
古
壋
は
小
園
の
煙
雨
隄
の
左
側
に
あ
る
（
古
壋
卽
在
小
園
煙
雨
隄
左
）。
万
暦
三
十
三
年
の
洪
水
で
壋
が
決
壊
し
た
際
、
諸
姓
は
所
有

す
る
田
の
多
い
者
を
推
挙
し
て
事
に
当
た
ら
せ
た
（
眾
姓
推
田
多
者
首
事
）。
私
は
三
十
両
を
寄
付
し
て
、
隣
人
の
王
天
義
と
鄒
少
光
等
に
修

築
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
の
田
が
自
分
の
も
の
で
な
い
な
ら
、
ど
う
し
て
他
人
の
田
の
た
め
に
壋
を
修
築
し
た
り
す
る
だ
ろ
う
か
。】

P
　【
こ
の
紛
争
は
、
貴
家
の
使
用
人
の
劉
寅
が
我
が
家
の
奴
僕
と
の
諍
い
を
根
に
持
っ
て
、
上
流
の
水
を
せ
き
止
め
穴
を
穿
っ
て
他
所
に
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流
し
、
嫌
が
ら
せ
を
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。】

Q
　【
ご
尊
父
は
、
私
が
廖
氏
や
王
氏
か
ら
買
っ
た
田
に
は
水
の
取
り
分
が
つ
い
て
い
な
い
と
し
て
、（
私
が
証
拠
と
し
た
）
廖
朗
の
官
帖
も

「
空
帖
」
だ
と
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
田
は
も
と
も
と
泉
（
の
水
利
つ
き
の
）
田
と
し
て
売
買
さ
れ
て
お
り
、
税
糧
も
泉
田
と
し
て
課
さ
れ
て

い
る
。
百
年
も
続
く
古
壋
や
古
い
水
路
は
、
一
朝
一
夕
に
偽
造
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
郝
氏
の
田
が
泉
の
水
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
は

誰
で
も
知
っ
て
い
る
（
尊
公
…
…
謂
、
我
以
廖
朗
之
空
帖
借
口
。
夫
不
佞
之
買
此
田
、
本
爲
泉
田
買
也
。
其
各
主
賣
此
田
、
以
泉
田
賣
也
。
稅
糧
之
以
泉

田
科
也
。
百
年
之
古
壋
古
溝
、
非
旦
夕
可
僞
造
也
。
一
鄕
萬
口
、
行
道
之
人
、
樵
夫
牧
子
、
皆
知
郝
田
共
此
泉
）。】

R
　【
ご
尊
父
は
、
私
の
田
に
は
堰
（
溜
池
）
が
あ
り
灌
漑
で
き
る
、
と
言
う
が
、
こ
れ
は
万
暦
三
十
二
年
に
官
を
辞
し
て
、
庭
園
附
属
の

池
と
し
て
新
た
に
開
鑿
し
た
も
の
で
あ
り
（
夫
小
園
之
有
堰
、
非
舊
設
也
。
甲
辰
歲
、
不
佞
棄
官
歸
始
鑿
此
池
）、
田
に
も
と
も
と
つ
い
て
い
た

水
利
で
は
な
い
。
そ
の
際
、
龔
氏
・
熊
氏
の
基
田
を
買
い
、
ま
た
魏
敏
菴
年
兄
の
田
と
の
交
換
で
あ
わ
せ
て
七
十
餘
畝
を
入
手
。
老
後
の

計
と
し
て
、
聶
壋
の
餘
水
を
用
い
て
魚
を
養
い
竹
を
植
え
た
（
旋
買
龔
敕
・
熊
國
賢
基
田
、
又
抵
換
魏
敏
菴
年
兄
田
、
共
七
十
餘
畝
、
通
濬
爲
濠
、

以
承
聶
壋
餘
水
、
爲
養
魚
種
竹
休
老
計
）。】

S
　【
ご
尊
父
は
ま
た
、
私
が
昔
王
鶴
陸
に
頼
ん
で
ご
祖
父
の
方
伯
公
に
お
願
い
を
し
た
（
不
佞
昔
託
王
鶴
陸
、
仰
求
令
祖
方
伯
公
）
こ
と
と
、

我
が
家
の
奴
僕
が
貴
家
の
使
用
人
に
賄
賂
を
贈
っ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
本
来
水
の
取
り
分
が
な
い
か
ら
無
理
な
請
託
を
行
っ
た

の
だ
と
い
う
罪
案
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
勢
力
の
弱
い
側
が
や
む
を
得
ず
行
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
正
当
な
取
り
分
が
な
か
っ
た
こ
と
を

意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
以
上
が
馬
跑
泉
の
顛
末
で
あ
る
。】

T
　【
滔
口
の
五
つ
の
溜
池
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
滔
口
の
私
の
田
は
、
万
暦
二
十
三
年
に
、
董
氏
が
王
氏
・
陳
氏
等
か
ら

買
っ
た
田
十
石
七
斗
五
升
及
び
藕
堰
一
口
、
新
堰
一
口
、
さ
ら
に
小
堰
一
口
、
ま
た
大
堰
の
水
一
分
、
泉
水
一
分
で
共
に
王
一
族
の
門
首

冲
（
冲
と
は
山
区
の
な
か
の
平
地
を
い
う
方
言
）
下
に
あ
る
も
の
を
、
私
の
倪
家
冲
の
田
と
交
換
し
た
も
の
で
、
今
に
至
る
ま
で
十
七
年
に
な

る
（
夫
滔
口
薄
田
、
自
萬
曆
二
十
三
年
董
述
溪
以
所
買
王
鏊
・
陳
才
等
田
十
石
七
斗
五
升
、
藕
堰
一
口
、
新
堰
一
口
、
又
小
堰
一
口
、
又
大
堰
水
一
分
、
又
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泉
水
一
分
、
俱
坐
王
族
門
首
冲
下
、
憑
陳
楚
亭
、
抵
換
我
倪
家
冲
田
、
迄
今
十
有
七
年
矣
）。
そ
の
後
、
王
姓
の
人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
田
・
堰
・
基

地
・
家
屋
を
売
り
に
出
し
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
王
氏
の
不
動
産
は
な
く
な
っ
て
い
る
（
嗣
後
王
姓
人
各
以
田
堰
基
屋
求
售
且
盡
）。
万
暦
二
十

九
年
以
後
、
ご
尊
父
は
こ
の
地
に
生
前
の
墓
地
建
設
を
始
め
、
急
い
で
土
地
を
買
い
集
め
よ
う
と
し
た
が
、
み
な
各
姓
の
零
細
分
散
し
た

土
地
で
、
貴
家
は
あ
わ
せ
て
五
斗
の
田
を
買
い
取
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
な
の
に
今
、
わ
が
藕
堰
の
半
分
を
占
拠
し
て
し
ま
っ
た
。
新

堰
・
門
首
堰
・
王
愛
民
堰
の
下
も
、
王
氏
の
若
干
の
田
を
除
き
す
べ
て
私
の
田
だ
が
、
貴
家
は
そ
れ
ぞ
れ
の
堰
の
一
半
を
占
拠
し
て
い
る

（
こ
の
部
分
は
、
各
堰
に
つ
い
て
、
各
家
の
土
地
所
有
状
況
と
劉
氏
に
よ
る
堰
の
占
拠
に
関
し
詳
し
く
述
べ
て
い
る
）。
私
が
買
っ
た
王
氏
の
門
首
堰
一

口
に
つ
い
て
も
、
貴
家
は
土
地
を
持
っ
て
い
な
い
の
に
、
堤
を
掘
り
崩
し
、
堤
の
上
の
樹
木
を
切
り
倒
す
な
ど
勝
手
に
工
事
を
進
め
て
い

る
。
今
、
貴
家
の
堰
下
の
田
は
総
計
で
も
二
石
一
斗
五
升
に
す
ぎ
ず
（
今
總
計
君
家
堰
下
田
不
過
二
石
一
斗
五
升
）、
余
っ
た
水
を
流
し
て
別

の
田
を
灌
漑
で
き
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
無
益
な
工
事
を
し
て
（
せ
っ
か
く
の
堰
を
）
無
駄
な
物
に
し
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。

私
が
長
老
の
人
々
に
事
情
を
訴
え
る
と
（
及
不
佞
以
告
諸
長
者
）、
ご
尊
父
は
王
姓
の
清
丈
冊
を
抄
写
し
て
取
り
繕
っ
た
が
、
清
丈
は
万
暦
七

年
の
こ
と
で
、
そ
の
後
今
に
至
る
ま
で
三
十
四
年
（
淸
丈
在
萬
曆
七
年
、
至
今
三
十
四
年
矣
）、
売
買
や
交
換
が
行
わ
れ
た
が
、
王
姓
と
の
間

に
紛
争
は
無
か
っ
た
。（
王
氏
の
田
を
我
が
家
が
奪
っ
た
と
い
う
）
貴
家
の
言
い
分
に
は
根
拠
が
無
い
。
王
卿
・
王
魯
な
ど
無
頼
の
小
人
は
族

人
を
食
い
物
に
し
て
ご
尊
父
に
取
り
入
り
、
ご
尊
父
は
こ
の
二
人
の
言
葉
の
み
を
信
じ
て
い
る
が
、
今
日
の
紛
争
は
、
こ
の
両
人
が
作
り

出
し
た
も
の
で
あ
る
（
刁
民
王
卿
・
王
魯
、
無
賴
小
人
、
博
噬
族
人
、
以
奉
尊
公
、
尊
公
唯
兩
人
之
言
是
聽
。
今
日
之
事
兩
人
構
成
之
）。
滔
口
の
泉

水
に
つ
い
て
は
、
従
来
近
隣
の
人
々
は
互
い
に
満
足
し
て
お
り
、
一
言
も
文
句
を
言
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。】

U
　【
た
だ
、
滔
口
の
貴
家
の
田
は
多
く
下
流
に
あ
り
、
そ
の
た
め
水
を
せ
き
止
め
て
流
さ
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
に
対
し
、
沙

泉
の
貴
家
の
田
は
す
べ
て
上
流
に
あ
り
、
水
を
せ
き
止
め
ら
れ
る
と
我
が
家
は
一
滴
も
田
を
潤
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
今
滔

口
の
堰
が
作
ら
れ
て
も
私
は
何
も
言
わ
ず
耐
え
忍
ん
で
き
た
が
、
沙
泉
の
水
を
抑
え
ら
れ
て
は
私
の
数
百
畝
の
田
は
手
を
つ
か
ね
て
枯
れ

る
の
を
待
つ
し
か
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
ご
尊
父
は
、
使
用
人
の
劉
寅
の
言
に
と
ら
わ
れ
、
彼
の
横
暴
を
放
置
し
て
い
る
。
彼
は
、
我
が
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家
の
奴
僕
と
の
諍
い
が
き
っ
か
け
で
、
ご
尊
父
に
讒
言
し
て
傍
若
無
人
に
振
舞
い
、
私
の
取
り
分
の
水
を
高
林
・
孫
正
年
・
滕
挙
・
王
大

才
等
の
家
に
売
り
、
聶
壋
か
ら
上
流
の
水
路
一
帯
の
堤
に
多
数
の
穴
を
あ
け
、
私
の
取
り
分
の
取
水
口
は
塞
い
で
、
別
の
と
こ
ろ
で
は
放

水
を
行
っ
た
（
以
不
佞
分
水
賣
與
高
林
・
孫
正
年
・
滕
舉
・
王
大
才
等
家
、
而
聶
壋
以
上
沿
溝
一
帶
隄
堘
、
千
孔
百
竇
、
塞
于
此
、
決
于
彼
）。
ま
た
、

上
流
の
田
に
水
が
あ
ふ
れ
る
と
、
堀
を
通
っ
て
東
に
流
し
、
一
滴
も
嶺
の
西
側
に
は
流
れ
な
い
よ
う
に
し
た
た
め
、
私
の
田
に
は
ま
っ
た

く
水
が
流
れ
な
く
な
っ
た
。】

V
　【
今
足
下
が
帰
郷
さ
れ
た
か
ら
に
は
、
足
下
が
自
ら
家
政
を
取
り
仕
切
ら
れ
、
小
悪
人
が
跋
扈
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
小
人
の
争
い
が
大
き
な
問
題
と
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ご
配
慮
願
い
た
い
。】

W
　【
今
ま
で
ご
尊
父
が
土
地
を
買
い
集
め
よ
う
と
す
る
際
、
私
が
す
で
に
買
っ
た
田
を
強
引
に
買
い
取
る
な
ど
無
理
な
手
段
を
取
っ
て
き

た
が
、
私
は
い
つ
も
譲
歩
し
て
き
た
（
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
周
一
仕
・
王
魯
・
王
正
立
ら
か
ら
買
っ
た
不
動
産
を
劉
氏
の
求
め
に
応
じ
て
譲
っ
た

こ
と
、
王
天
位
ら
の
田
や
王
天
格
の
基
屋
に
つ
い
て
郝
敬
に
売
却
の
話
が
来
た
も
の
の
劉
氏
に
遠
慮
し
て
断
っ
た
こ
と
、
な
ど
の
事
例
が
列
挙
さ
れ
て
い

る
）。
そ
れ
な
の
に
ご
尊
父
が
私
か
ら
搾
り
取
ろ
う
と
す
る
な
ら
、
私
も
血
気
あ
る
者
と
し
て
抵
抗
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
、
つ
ま
ら
な

い
不
動
産
の
こ
と
で
争
い
、
官
府
に
是
非
善
悪
を
論
ぜ
ら
れ
る
の
は
紳
士
に
と
っ
て
屈
辱
で
あ
り
、
郷
里
の
恥
で
も
あ
る
（
顧
念
瑣
瑣
田
舍
、

動
相
胡
越
、
使
官
府
持
短
長
、
是
薦
紳
之
辱
、
而
桑
梓
之
羞
也
）
た
め
、
穏
や
か
に
こ
の
こ
と
を
足
下
や
長
老
に
訴
え
る
の
で
あ
る
。
私
に
小
園

が
あ
る
の
は
ご
尊
父
に
生
前
の
墓
が
あ
る
よ
う
な
も
の
だ
。
こ
れ
以
上
私
を
追
い
詰
め
る
な
ら
、
康
楽
の
園
は
逃
亡
の
家
と
な
っ
て
し
ま

う
（
夫
吾
之
有
小
園
、
亦
猶
尊
公
之
有
生
塋
也
。
…
…
必
構
我
無
已
、
則
康
樂
之
園
行
將
爲
逃
亡
之
屋
）。
足
下
が
も
し
私
に
庇
護
を
加
え
、
私
を
小

さ
な
土
地
に
で
も
仮
住
ま
い
さ
せ
て
く
だ
さ
れ
ば
、
故
郷
の
人
々
は
ど
う
し
て
そ
の
恩
義
を
忘
れ
よ
う
か
。
私
は
す
で
に
老
齢
で
あ
り
、
ど

う
し
て
毎
日
ば
た
ば
た
と
往
来
し
、
い
つ
ま
で
も
野
蛮
な
人
々
と
付
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
以
上
不
十
分
な
が
ら
申
し
上
げ

る
。】
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2
　
演
習
に
臨
ん
で

　
本
書
簡
は
、
深
い
古
典
の
素
養
を
持
つ
学
者
が
書
い
た
だ
け
あ
っ
て
、
文
雅
な
言
い
回
し
も
多
い
が
、
言
葉
自
体
は
大
き
な
漢
和
辞
典

で
調
べ
れ
ば
出
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
典
故
も
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
た
も
の
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
語
釈
に
つ
い
て
は
、
現
代
語
訳
の
部
分
で

若
干
注
記
し
た
の
で
、
こ
の
解
説
で
は
、
第
一
に
人
名
な
ど
固
有
名
詞
の
調
べ
方
に
つ
い
て
、
ま
た
第
二
に
、
郝
家
を
は
じ
め
と
す
る
京

山
県
の
郷
紳
の
土
地
所
有
の
在
り
方
が
こ
の
書
簡
か
ら
ど
の
程
度
再
構
成
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
解
説
し
て
み
た
い
。

（
1
）　
人
名
の
調
べ
方

　
人
名
辞
典
に
載
っ
て
い
る
よ
う
な
有
名
人
は
別
と
し
て
、
地
方
の
人
物
を
調
べ
る
際
に
は
、
ま
ず
、
地
方
志
を
見
る
の
が
先
決
で
あ
ろ

う
。
特
に
こ
の
書
簡
の
場
合
は
、
相
手
の
名
前
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
書
簡
中
の
情
報
を
総
合
し
て
地
方
志
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
必
要
が

あ
る
。「
全
国
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
と
、
京
山
県
の
地
方
志
と
し
て
は
、
康
熙
十
三
（
一
六
七
四
）
年
序
の
『
京
山
県
志
』
が
東

洋
文
庫
や
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
中
国
地
方
志
集
成
・
湖
北
府
県
志
輯
』
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
三
、
に
も
収
録

さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
、
時
期
の
近
い
こ
の
地
方
志
を
見
て
み
よ
う
。
そ
の
地
域
で
科
挙
に
合
格
し
た
人
物
を
年
代
順
に
列
挙
し
て

あ
る
「
選
挙
」、
及
び
地
方
出
身
の
人
物
の
伝
記
を
並
べ
て
あ
る
「
人
物
」
な
ど
の
巻
は
、
地
方
志
に
必
ず
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
そ

こ
か
ら
見
て
い
く
。
人
物
の
名
前
と
人
間
関
係
が
分
か
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
墓
志
銘
な
ど
の
伝
記
史
料
を
探
し
て
い
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
た
ま
た
ま
族
譜
が
残
っ
て
い
た
り
す
る
場
合
は
、
そ
の
一
族
の
族
員
の
名
を
網
羅
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

☆
人
物
の
伝
記
資
料
の
調
べ
方

　
例
え
ば
明
代
に
つ
い
て
い
え
ば
、
従
来
は
、
一
九
三
五
年
に
北
平
の
哈
仏
燕
京
学
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
田
継
綜
編
『
八
十
九
種
明
代

伝
記
綜
合
引
得
』（
そ
の
後
影
印
版
多
数
。
引
得
は
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
意
）
や
、
昌
彼
得
主
編
『
明
人
伝
記
資
料
索
引
』（
台
北
）
国
立
中
央
図

書
館
、
一
九
六
五
、
が
多
く
用
い
ら
れ
て
き
た
。
後
者
は
、
伝
記
集
の
み
な
ら
ず
、
一
般
文
集
に
収
録
さ
れ
た
墓
誌
銘
や
行
状
な
ど
も
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含
ん
だ
索
引
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
人
文
学
関
係
の
デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
化
（
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
）
の
動
き
が
活
発
化
す

る
に
伴
い
、「
中
国
歴
代
人
物
伝
記
資
料
庫
」（C

hina B
iographical D

atabase, C
B

D
B

）
な
ど
、
大
規
模
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
が
進

ん
で
い
る
。C

B
D

B

は
、
現
在
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
北
京
大

学
中
国
古
代
史
研
究
セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
っ
て
、
既
存
の
索
引
類
を
基
礎
と
し
つ
つ
作
業
が
進
ん
で
お
り
、
将
来
的
に
は
巨
大
な
網

羅
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
単
に
伝
記
資
料
へ
の
効
率
的
ア
ク
セ
ス
の
み
な
ら
ず
、

人
名
を
検
索
す
る
だ
け
で
、
家
族
・
交
友
関
係
や
官
歴
が
表
示
さ
れ
る
な
ど
、
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
に
お
け
る
広
範
か
つ
簡
便
な
利
用

が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
現
状
で
は
、
本
書
簡
に
出
て
く
る
よ
う
な
ロ
ー
カ
ル
な
人
物
を
収
録
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。
現
在
の
時
点
で
は
や
は
り
、
地
方
志
な
ど
の
記
述
を
細
か
く
見
て
い
く
こ
と
が
有
用
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
書
簡
の
よ
う
に
個
人
間
の
直
接
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
史
料
で
は
、
相
手
の
諱

が
直
接
書
か
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
く
、
字
や
号
が
用
い
ら
れ
る
。
字
・
号
を
手
掛
か
り
に
姓
名
を
調
べ
る
工
具
書
と
し
て
、
王
徳
毅
編

『
明
人
別
名
字
号
索
引
』
新
文
豊
出
版
公
司
、
二
〇
〇
〇
、
王
徳
毅
編
『
清
人
別
名
字
号
索
引
』
中
文
出
版
社
、
一
九
七
五
、
な
ど
が
あ

る
。
そ
の
ほ
か
、
上
記
『
八
十
九
種
明
代
伝
記
綜
合
引
得
』
に
も
「
字
号
引
得
」
が
附
載
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
収
載
さ

れ
て
い
る
の
は
一
定
の
有
名
人
に
限
ら
れ
る
。

　
人
名
の
調
べ
方
に
関
し
て
は
、
前
掲
の
『
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
中
国
学
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
三
〇
〇
―
三
一
八
頁
に
、CB

D
B

も
含
め
て
、
詳
し
い
説
明
が
あ
る
。

〈
郝
氏
人
物
〉

・
ま
ず
、
郝
敬
で
あ
る
が
、
彼
は
『
明
史
』
に
も
載
っ
て
い
る
よ
う
な
有
名
人
で
あ
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
『
明
史
』
巻
二
百
八
十
八
所

載
の
郝
敬
伝
や
「
小
山
草
」
所
収
の
自
伝
に
依
拠
し
て
、
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。
郝
敬
は
湖
広
京
山
人
、
字
は
仲
輿
、
号
は
楚
望
。
嘉
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靖
三
十
七
（
一
五
五
八
）
年
生
。
万
暦
十
七
（
一
五
八
九
）
年
進
士
。
官
は
浙
江
縉
雲
・
永
嘉
知
県
、
礼
科
給
事
中
。
万
暦
二
十
三
年
帰

郷
、
そ
の
後
二
十
五
年
に
再
び
任
官
し
て
戸
科
給
事
中
と
な
る
が
、
鉱
税
の
禍
に
際
し
宦
官
批
判
を
行
っ
て
左
遷
さ
れ
、
宜
興
県
丞
、
江

陰
知
県
を
歴
任
し
た
も
の
の
、
官
界
の
腐
敗
を
嫌
っ
て
万
暦
三
十
二
年
に
郷
里
に
帰
り
、
経
典
注
釈
で
余
生
を
過
ご
す
（
そ
の
状
況
は
本

書
簡
か
ら
も
窺
え
る
通
り
で
あ
る
）。
崇
禎
十
二
（
一
六
三
九
）
年
没
。

・
「
先
君
」（
書
簡
一
F
）：
郝
敬
の
亡
き
父
郝
承
健
に
つ
い
て
は
、
書
簡
中
に
「
先
君
一
官
淸
白
」（
F
）
な
ど
と
あ
る
。
康
煕
『
京
山
県

志
』
選
挙
、
貤
封
、
人
物
な
ど
に
よ
れ
ば
、
郝
承
健
は
嘉
靖
四
十
（
一
五
六
一
）
年
の
挙
人
で
、
官
は
北
直
隷
粛
寧
知
県
な
ど
。
郝
承
健

に
つ
い
て
は
、『
山
草
堂
集
』
小
山
草
、
巻
八
に
、
郝
敬
に
よ
る
「
先
考
玉
吾
府
君
行
状
」
あ
り
。
ま
た
、
京
山
県
出
身
の
李
維
楨
『
大

泌
山
房
集
』
巻
八
十
四
に
も
、「
故
粛
寧
令
郝
公
墓
誌
銘
」
が
あ
る
。
郝
敬
は
李
維
楨
の
門
人
で
あ
っ
た
。

・
な
お
、
承
健
以
前
の
郝
氏
の
状
況
に
つ
い
て
簡
単
に
記
し
て
お
こ
う
。「
小
山
草
」
所
収
の
「
郝
氏
族
譜
」（
天
啓
四
年
、
一
六
二
四
、
執

筆
）
に
よ
れ
ば
、
祖
先
は
も
と
も
と
胡
姓
で
、
江
西
か
ら
移
住
し
て
京
山
の
七
宝
村
に
僑
居
し
た
。
隣
人
の
郝
氏
と
親
し
か
っ
た
が
、
明

初
に
富
民
が
強
制
的
に
徴
発
さ
れ
た
際
、
胡
氏
の
家
は
そ
の
対
象
と
な
っ
て
成
人
男
子
が
欠
乏
し
た
の
で
、
郝
氏
の
家
と
合
同
（
朋
戸
）

し
、
そ
れ
以
来
、
胡
氏
は
郝
姓
を
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
。
本
来
、
他
家
の
姓
を
称
す
る
こ
と
（
こ
れ
を
「
冒
姓
」
と
い
う
）
は
、

祖
先
と
の
つ
な
が
り
を
絶
つ
こ
と
と
な
っ
て
倫
理
的
に
問
題
が
あ
る
は
ず
だ
が
、
著
者
郝
敬
に
は
特
に
こ
れ
を
否
定
し
た
り
隠
し
た
り

す
る
態
度
は
見
ら
れ
な
い
。

・「
兩
兒
」「
侄
・
甥
」：
書
簡
一
の
（
C
）
に
よ
れ
ば
、
男
子
二
人
は
万
暦
三
十
三
年
に
生
員
と
な
っ
た
が
、
お
い
（
侄
・
甥
）
た
ち
は
受

か
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
侄
は
兄
弟
の
子
、
甥
は
姉
妹
の
子
を
い
う
。
本
書
簡
の
載
る
「
小
山
草
」
は
、
郝
敬
の
子
の
一
人
の
洪

範
が
校
訂
し
て
い
る
（
一
七
九
頁
の
書
影
参
照
）。

〈
劉
氏
人
物
〉

・「
足
下
」（
随
所
）「
令
祖
方
伯
公
」（
書
簡
一
F
）「
尊
公
」（
F
な
ど
随
所
）：「
足
下
」
に
つ
い
て
は
、
書
簡
一
中
に
「
執
法
明
庭
」（
A
）「
南
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臺
之
擢
」（
I
）「
侍
御
」（
J
）
な
ど
と
あ
り
、
御
史
関

係
の
官
職
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
そ
の
父
が

「
沙
泉
は
劉
氏
の
物
」
と
称
し
て
い
る
（
書
簡
二
L
）
な

ど
の
記
述
か
ら
、
姓
は
劉
氏
。
ま
た
祖
父
が
「
方
伯
公
」

（
F
）
と
さ
れ
て
お
り
、
即
ち
布
政
使
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
（
こ
れ
ら
官
職
の
雅
称
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
「
☆

官
職
な
ど
の
雅
称
」
を
参
照
）。
以
上
を
総
合
し
て
、
康
熙

『
京
山
県
志
』
選
挙
か
ら
、
祖
父
は
福
建
布
政
使
を
務
め

た
劉
侃
（
嘉
靖
三
十
二
年
進
士
）、「
足
下
」
当
人
は
浙
江

道
御
史
な
ど
を
務
め
た
劉
蘭
（
万
暦
二
十
六
年
進
士
）
で

あ
る
と
確
定
で
き
る
。
書
簡
中
に
「
尊
公
」
と
称
さ
れ

て
い
る
の
は
、
劉
侃
の
子
か
つ
劉
蘭
の
父
で
、
劉
希
皋

（
万
暦
七
年
挙
人
）。
官
に
つ
い
て
は
出
仕
し
た
か
ど
う
か

不
明
。

・「
尊
先
仲
父
」（
書
簡
一
I
）：
書
簡
中
に
「
先
君
與
尊
先

仲
父
又
世
講
也
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
劉
蘭
の
お
じ
で
、

郝
承
健
と
学
問
の
点
で
繋
が
り
が
あ
り
、
書
簡
の
時
点

で
す
で
に
逝
去
し
て
い
た
人
物
。
恐
ら
く
劉
希
旦
と
い

う
人
だ
と
思
わ
れ
る
。
郝
承
健
と
同
年
の
挙
人
で
、
康

康熙『京山県志』巻六、選挙（東洋文庫所蔵、請求記号：II-11-B-k-32）
胡宗洵、劉希旦、郝承健など、本書簡に登場する人物の名が見える。
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煕
『
京
山
県
志
』
に
よ
れ
ば
「
未
仕
」。『
山
草
堂
集
』
小
山
草
、
巻
八
に
は
、
郝
承
健
の
遺
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に

「
哭
劉
汝
忠
二
絶
句
」
が
あ
り
、
郝
敬
の
つ
け
た
注
記
に
よ
れ
ば
、
汝
忠
は
劉
希
旦
の
字
で
、
庚
午
年
（
隆
慶
四
年
、
一
五
七
〇
）
に
亡
く

な
っ
た
と
い
う
。
詩
の
中
に
は
「
交
情
深
似
海
」
な
ど
の
句
が
あ
る
。

〈
そ
の
他
〉

・「
胡
幼
泉
年
伯
」（
F
）：
郝
敬
と
劉
氏
と
の
争
い
に
つ
い
て
郝
敬
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
人
物
と
し
て
登
場
。「
年
伯
」
と
は
、
父
親
と

科
挙
の
同
年
を
指
す
。
同
年
に
科
挙
に
受
か
っ
た
者
同
士
は
兄
弟
の
誼
を
も
ち
、「
年
兄
」
な
ど
と
呼
称
す
る
の
で
、
そ
の
子
と
の
間
に

も
伯
父
（
叔
父
）・
侄
の
関
係
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
康
煕
『
京
山
県
志
』
に
よ
れ
ば
、
郝
承
健
と
同
年
の
挙
人
で
「
四
川
副
使
」
を
つ

と
め
た
胡
宗
洵
と
い
う
人
物
が
い
て
、
伝
も
あ
る
が
、
字
は
「
師
蘇
」
と
あ
り
、「
幼
泉
」
と
い
う
名
称
は
出
て
こ
な
い
。
し
か
し
、
李

維
楨
『
大
泌
山
房
集
』
巻
三
十
「
憲
副
胡
公
寿
序
」
に
、「
胡
幼
泉
先
生
…
…
守
蜀
郡
擢
副
臬
憲
」
と
あ
る
。
ま
た
『
山
草
堂
集
』
小
山

草
、
巻
九
、「
客
問
」
に
、「
故
副
憲
胡
幼
泉
公
者
、
我
先
君
世
好
也
」
と
あ
り
、「
副
憲
」
と
は
「
副
使
（
按
察
副
使
）」
の
こ
と
と
思
わ

れ
る
の
で
、
や
は
り
こ
の
「
胡
幼
泉
年
伯
」
は
胡
宗
洵
を
指
す
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

・「
馬
瑞
華
親
家
」（
F
）：
胡
幼
泉
年
伯
と
同
様
、
調
停
的
立
場
に
立
つ
人
物
と
し
て
出
て
く
る
。
県
志
に
は
直
接
関
連
す
る
情
報
が
見
ら

れ
な
い
が
、
京
山
の
馬
氏
に
は
族
譜
が
あ
る
よ
う
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
る
と
「
湖
北
京
山
馬
氏
続
修
族
譜
序
」
と
い
う
記
事
が

あ
る
（http://gxszp.liszq.com

/portal.php?m
od=

view
&

aid=
7613. 

二
〇
二
三
年
三
月
五
日
閲
覧
）。
そ
れ
に
収
録
さ
れ
た
「
明
贈
文
林
郎

郏
県
知
県
味
易
公
曁
正
室
封
孺
人
郝
氏
副
室
封
太
孺
人
李
氏
墓
表
」（
王
格
〈
嘉
靖
五
年
進
士
〉
撰
、
劉
侃
書
）
に
よ
る
と
、
嘉
靖
年
間
に

貢
生
出
身
で
太
僕
寺
丞
な
ど
を
務
め
た
馬
乾
元
と
い
う
人
物
の
母
（
乾
元
は
側
室
の
子
で
あ
る
た
め
、
実
母
で
は
な
い
）
が
郝
氏
で
あ
り
、
貧

困
の
な
か
で
家
計
を
支
え
、
子
に
教
育
を
施
す
な
ど
、
賢
夫
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、「
明
代
的
京
山
詩
人
劉
侃
和
他
的
孫
子
劉

蘭
」
と
い
う
ブ
ロ
グ
記
事
（bbs.tianya.cn/post-culture-829051-1.shtm

l. 

二
〇
二
二
年
三
月
九
日
閲
覧
）
が
『
馬
氏
族
譜
』
を
参
照
し
て

述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
馬
乾
元
は
劉
侃
と
非
常
に
親
し
く
、
孫
娘
を
劉
希
皋
に
嫁
が
せ
、
劉
蘭
は
そ
の
子
で
あ
る
と
い
う
。
馬
瑞
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華
の
本
名
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
馬
氏
と
郝
氏
・
劉
氏
が
こ
の
よ
う
な
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
馬
氏
の
人
物
が
こ
う
し
た
紛

争
の
調
停
役
に
な
る
の
も
自
然
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

・「
魏
敏
菴
年
兄
」（
書
簡
二
R
）：
康
楽
園
の
池
を
建
設
す
る
に
際
し
、
土
地
の
交
換
を
行
っ
た
相
手
。
郝
敬
と
同
年
の
挙
人
の
魏
宏
政
。
号

敏
菴
。
官
は
四
川
遵
義
知
府
（
光
緒
『
京
山
県
志
』
巻
十
、
選
挙
）。
科
挙
の
同
時
合
格
で
あ
る
た
め
、「
年
兄
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

☆
官
職
な
ど
の
雅
称

　
本
書
簡
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
書
簡
・
墓
誌
銘
な
ど
個
人
間
の
交
際
に
関
わ
る
文
章
で
は
、
官
職
・
科
挙
資
格
な
ど
を
直
書
せ
ず

雅
称
で
示
す
こ
と
が
多
い
た
め
、
雅
称
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
こ
と
が
有
用
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
大
き
な
漢
和
辞
典
や
職
官
別
名
辞
典

を
引
け
ば
載
っ
て
い
る
こ
と
は
多
い
が
、
雅
称
と
気
づ
か
な
い
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
清
代
の
梁
章
鉅
の
『
称
謂
録
』
に
は
、
親

族
呼
称
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
の
別
称
が
多
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
明
清
時
代
の
文
献
に
頻
出
す
る
も
の
若
干
を
挙
げ
て

お
く
（
―
の
後
ろ
が
雅
称
）。
知
県
―
邑
侯
・
邑
尊
、
知
府
―
郡
守
、
布
政
使
―
方
伯
・
藩
台
、
按
察
使
―
臬
台
、
巡
撫
―
中
丞
・
撫
台
、

進
士
―
両
榜
、
挙
人
―
孝
廉
、
貢
生
―
明
経
、
生
員
―
秀
才
。

　
官
職
の
別
称
の
調
べ
方
に
関
し
て
は
、
上
記
『
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
中
国
学
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
三
五
九
―
三
六
一
頁
に
記

載
が
あ
る
。

〈
京
山
県
の
郷
紳
た
ち
〉

　
以
上
、
書
簡
に
関
わ
る
人
物
を
見
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
人
物
は
、
京
山
県
の
地
方
社
会
の
な
か
で
は
ど
の
程
度
の
位
置
を
占
め
る
人
々

な
の
だ
ろ
う
か
。
明
代
全
体
の
京
山
県
の
進
士
は
あ
わ
せ
て
四
三
名
（
光
緒
『
京
山
県
志
』
巻
十
、
選
挙
志
に
よ
る
）、
ほ
ぼ
六
年
に
一
人
の
割

合
で
あ
り
、
進
士
や
挙
人
を
複
数
出
し
て
い
る
劉
氏
は
京
山
県
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
有
力
な
一
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
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郝
氏
も
、
親
子
で
挙
人
・
進
士
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ほ
ど
引
け
を
取
る
わ
け
で
は
な
い
。
書
簡
で
は
郝
敬
が
劉
氏
に
対
し
、
彼
我
の
勢

力
の
差
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ
う
し
た
態
度
は
ど
う
し
て
出
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
恐
ら
く
、
劉
氏
と

郝
氏
と
の
対
立
を
、
勢
力
を
か
さ
に
き
た
貪
欲
な
郷
紳
と
利
欲
に
恬
淡
と
し
た
清
廉
な
郷
紳
と
い
う
常
套
的
な
対
比
的
構
図
の
な
か
に
当

て
は
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
道
徳
的
優
位
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
郝
敬
の
姿
勢
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

（
2
）　
劉
氏
・
郝
氏
の
土
地
集
積

　
本
項
で
は
、
書
簡
に
出
て
く
る
地
名
・
地
積
単
位
な
ど
を
確
認
し
た
の
ち
、
書
簡
か
ら
知
ら
れ
る
劉
氏
・
郝
氏
の
土
地
集
積
状
況
を
ま

と
め
て
み
た
い
。
む
ろ
ん
、
郝
敬
か
ら
の
見
方
で
あ
る
の
で
、
バ
イ
ア
ス
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
数
値
等
に
つ
い
て
は
一
応
事
実
と
仮

定
し
、
書
簡
の
記
載
に
依
拠
し
て
考
察
を
試
み
る
。

〈
地
名
の
確
認
〉

　
ま
ず
、
本
書
簡
に
出
て
く
る
地
名
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

・
「
馬
跑
泉
（
沙
泉
）」（
書
簡
一
F
そ
の
他
随
所
）：
郝
敬
ら
の
田
の
灌
漑
の
水
源
と
し
て
重
要
な
泉
で
あ
る
。
康
煕
『
京
山
県
志
』
巻
一
に

「
三
女
橋
水
出
縣
西
北
十
里
馬
跑
泉
」
と
あ
る
。
同
県
志
の
「
皇
清
京
山
県
図
」
に
も
、
県
城
の
北
に
「
馬
跑
泉
」
が
見
え
る
。
明
清
時

代
の
一
里
は
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。

・「
小
園
」「
煙
雨
隄
」（
書
簡
二
W
そ
の
他
）：『
山
草
堂
集
』「
小
山
草
」
巻
五
「
康
楽
園
記
」
に
、「
乙
未
（
万
暦
二
十
三
年
）
謁
假
歸
沐
、
因

買
山
於
西
郊
十
里
之
外
、
問
其
地
曰
此
康
樂
阪
也
。
…
…
因
以
其
名
名
吾
園
。
…
…
甲
辰
（
万
暦
三
十
二
年
）
解
組
大
歸
、
拓
園
外
地
百

畝
、
遶
屋
爲
池
、
受
水
以
代
藩
牆
、
外
爲
大
池
三
匝
…
…
修
隄
三
百
丈
、
表
曰
煙
雨
隄
（
乙
未
の
年
に
暇
を
請
う
て
帰
郷
し
、
県
城
の
西
十

里
の
所
に
山
を
買
っ
た
。
地
名
を
問
う
と
康
楽
阪
だ
と
い
う
の
で
、
そ
の
名
を
取
っ
て
わ
が
庭
園
の
名
と
し
た
。
甲
辰
の
年
に
辞
職
し
て
退
休
し
、
園

外
の
地
百
畝
を
開
墾
し
、
建
物
の
ま
わ
り
に
池
を
つ
く
っ
て
牆
壁
に
代
え
た
。
外
は
大
池
を
三
つ
め
ぐ
ら
せ
た
。
隄
三
百
丈
を
修
築
し
、
煙
雨
隄
と
題

し
た
）」
と
あ
り
、
書
簡
の
文
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、「
小
園
」
が
「
康
楽
園
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
（「
小
園
」
と
は
謙
辞
）。
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ま
た
、
康
煕
『
京
山
県
志
』
巻
九
、
古
蹟
志
に
も
「
郝
氏
海

願
庵
、
在
縣
西
十
里
康
樂
園
右
」
と
あ
る
。

・
そ
の
ほ
か
の
地
名
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ

り
、
書
簡
に
み
え
る
水
路
な
ど
を
正
確
に
地
図
に
落
と
し
て

み
る
こ
と
は
難
し
い
。

☆
小
地
名
の
調
べ
方

　
明
清
時
代
の
地
方
文
献
に
出
て
く
る
小
地
名
に
つ
い
て
、
現

地
調
査
の
場
合
は
聞
き
取
り
な
ど
で
判
明
す
る
こ
と
が
多
い

で
あ
ろ
う
が
、
文
献
の
み
で
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
明

清
時
代
の
地
方
志
に
は
お
お
む
ね
地
図
が
載
っ
て
い
る
が
、
ご

く
簡
単
な
も
の
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
一
方
で
は
当
該
地
域

に
関
わ
る
明
清
地
方
志
の
地
理
関
係
の
部
分
（「
山
川
」「
集
市
」

「
古
蹟
」
の
類
）
や
「
藝
文
」
巻
の
関
連
の
文
章
を
広
く
調
査

す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
二
〇
世
紀
末
以
降
陸
続
と
出
版

さ
れ
て
い
る
各
地
域
の
地
方
志
（
新
方
志
な
ど
と
い
う
）
を
参

照
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
新
方
志
と
し
て
例
え
ば
京
山

県
に
つ
い
て
は
、
湖
北
省
京
山
県
志
編
纂
委
員
会
編
『
京
山

県
志
』
湖
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
〇
、
が
あ
る
。
ま
た
、
県

康熙『京山県志』巻一所収「皇清京山県図」。中央の県城の左側上方に「馬跑泉」とある。
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を
単
位
と
し
た
「
地
名
志
」
が
作
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
か
な
り
の
小
地
名
も
含
ま
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
明

清
時
代
と
現
代
と
で
地
名
が
変
わ
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
な
お
、
戦
前
・
戦
中
に
日
本
陸
軍
参
謀
本
部
の
陸
地
測
量
部
が
作
成
し
た
大
量
の
中
国
地
図
の
な
か
に
は
、
五
万
分
の
一
、
二
万
分

の
一
な
ど
比
較
的
大
き
い
縮
尺
で
細
か
い
地
名
を
含
む
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
含
む
所
謂
「
外
邦
図
」
は
終
戦
時
に
参
謀
本
部
か
ら

持
ち
出
さ
れ
て
大
学
な
ど
研
究
機
関
に
分
散
さ
れ
、
地
理
・
歴
史
研
究
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
目
録
と
し
て
広
く
使
わ
れ
て
き
た
の
は

布
目
潮
渢
他
編
『
中
国
本
土
地
図
目
録
　
増
補
版
』
東
方
書
店
、
一
九
八
七
、
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
、
東
北
大
学
、
京
都
大
学
、
お

茶
の
水
女
子
大
学
な
ど
、
外
邦
図
を
多
く
所
蔵
す
る
大
学
ご
と
に
目
録
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
沿
海
地
域
が
主
で
あ
り
、
中

国
全
体
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

〈
書
簡
の
書
か
れ
た
時
期
〉

・
「
丁
未
の
歲
か
ら
…
…
今
に
お
い
て
五
年
」（
書
簡
一
A
）、「
萬
曆
二
十
三
年
…
…
今
に
至
る
ま
で
十
七
年
」（
書
簡
二
T
）、「
萬
曆
七
年

…
…
今
に
至
る
ま
で
三
十
四
年
」（
同
上
）
な
ど
の
語
か
ら
、
書
簡
一
は
万
暦
四
十
（
一
六
一
二
）
年
、
書
簡
二
は
四
十
一
年
に
書
か
れ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

〈
地
積
単
位
〉

・
地
積
単
位
と
し
て
「
石
」
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
播
種
量
を
表
し
た
も
の
。
例
え
ば
、
同
じ
湖
北
省
の
孝
感
県
で
は
、
土
地
一

石
は
六
畝
で
あ
っ
た
（
康
煕
『
孝
感
県
志
』
巻
二
、
賦
法
「
論
曰
…
…
大
約
田
一
畝
可
以
播
種
一
斗
六
升
六
合
六
勺
六
撮
。
近
來
邑
人
賣
田
、
皆
不

計
畝
而
計
升
斗
。
蓋
據
所
播
之
種
然
也
（
論
に
曰
く
、
…
…
お
お
む
ね
田
一
畝
に
種
一
・
六
六
六
六
斗
を
播
く
こ
と
が
で
き
る
。
近
来
県
民
が
田
を
売

る
と
き
は
畝
で
計
ら
ず
升
斗
で
計
る
。
け
だ
し
播
種
の
量
に
拠
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
）」）。
た
だ
、
前
掲
新
方
志
『
京
山
県
志
』
に
よ
れ
ば
、
京

山
の
民
間
地
積
単
位
の
一
石
は
四
畝
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
明
末
に
つ
い
て
も
一
応
四
畝
と
考
え
て
お
く
が
、
時
期
に
よ
っ
て
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違
う
可
能
性
も
あ
り
、
ま
た
畝
の
大
き
さ
自
体
が
全
国
標
準
と
同
じ
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
。

　
全
国
標
準
で
い
う
と
明
清
時
代
の
一
畝
は
約
六
ア
ー
ル
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
「
畝
（
せ
）」
と
い
う
地
積
単
位
は
用
い
ら
れ
て

き
た
が
、
日
本
の
一
畝
は
約
一
ア
ー
ル
で
あ
る
。
中
国
の
「
畝
」
と
区
別
す
る
た
め
、
日
本
で
は
中
国
の
「
畝
」
に
つ
い
て
、「
ほ
」
或

い
は
中
国
語
の
発
音
の
「
ム
ー
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
な
お
、
書
簡
一
の
F
や
書
簡
二
の
L
に
、「
薄
田
數
頃
」「
百
家
千

頃
」
と
い
っ
た
形
で
「
頃
」
と
い
う
地
積
単
位
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
は
百
畝
を
指
す
。

　
明
清
時
代
の
中
国
の
「
畝
」
は
、
地
域
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
り
、
統
一
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
史
料
に
「
畝
」
と
あ
っ
て
も
単

純
に
現
在
の
地
積
単
位
に
換
算
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
地
方
志
な
ど
で
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
畝
の
大
き
さ
の
相
違
は
、
測

量
方
法
の
不
正
確
に
よ
る
ば
か
り
で
な
く
、
土
地
税
と
の
関
係
で
故
意
に
設
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
即
ち
、
土
地
の
種
類
（
農
地
、
山

地
な
ど
）
や
肥
瘠
に
よ
っ
て
畝
の
大
き
さ
に
差
を
つ
け
た
り
、
ま
た
丈
量
（
検
地
）
に
よ
っ
て
耕
地
面
積
の
増
加
が
見
ら
れ
た
場
合
に
増

税
を
避
け
る
た
め
、
畝
の
大
き
さ
を
調
整
し
て
畝
数
の
増
加
を
抑
え
た
り
す
る
な
ど
の
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
積
単
位
の
不
統

一
に
つ
い
て
、
指
摘
は
多
く
行
わ
れ
て
き
た
が
、
研
究
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
清
代
を
中
心
と
し
た
全
国
的
な
概
観
と
し
て
は
、
郭

松
義
「
清
代
的
畝
制
和
流
行
于
民
間
的
田
土
計
量
法
」『
平
准
学
刊
』
第
三
輯
上
冊
、
一
九
八
六
、
が
あ
る
。
民
国
期
の
調
査
に
よ
る
も

の
と
し
て
は
、
天
野
元
之
助
「
中
国
畝
制
考
」『
東
亜
経
済
研
究
』
復
刊
第
三
集
、
一
九
五
八
、
が
全
国
各
地
の
畝
の
大
き
さ
の
表
を
含

み
、
ま
た
、
陳
翰
笙
他
『
畝
的
差
異
　
　
無
錫
二
十
二
村
稲
田
的
一
七
三
種
大
小
不
同
的
畝
』
国
立
中
央
研
究
院
社
会
科
学
研
究
所
、
一

九
二
九
、
は
、
一
つ
の
県
の
中
で
も
畝
の
大
き
さ
が
多
様
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
な
お
、
播
種
量
の
「
石
」
と
い
う
単
位
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
と
、
明
清
時
代
の
「
石
」
は
、
中
国
語
で
はshi

（
日
本
語
で
「
せ
き
」）

と
読
む
容
量
単
位
で
、
公
定
の
単
位
と
し
て
は
現
在
の
約
一
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
で
あ
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
。
近

世
日
本
の
「
石
」（
こ
く
）
は
約
一
八
〇
リ
ッ
ト
ル
で
あ
る
の
で
、
混
同
し
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
斗
が
十
分
の
一
石
、
升
が
十

分
の
一
斗
で
あ
る
こ
と
は
、
日
本
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
明
清
時
代
に
民
間
で
は
、「
石
」
が
重
量
単
位
の
「
担
」（
百
斤
、
約
六
〇
キ
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ロ
グ
ラ
ム
）
と
混
用
さ
れ
、dan

と
読
ま
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
現
在
の
中
国
で
は
、「
石
」
は
容
量
単
位
と
し
て
、
重
量
単
位
の
「
担
」

と
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
公
定
の
読
み
方
は
い
ず
れ
もdan

と
さ
れ
て
い
る
。

☆
前
近
代
中
国
の
度
量
衡

　
地
積
の
み
な
ら
ず
、
中
国
の
度
量
衡
単
位
は
、
時
代
に
よ
っ
て
も
地
域
に
よ
っ
て
も
異
な
り
、
ま
た
対
象
と
な
る
物
の
性
質
に
よ
っ

て
も
異
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
計
量
的
な
経
済
史
研
究
の
困
難
さ
の
一
つ
の
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
度
量
衡
の
時
代
的
変
遷
に
つ
い
て

は
、
呉
承
洛
『
中
国
度
量
衡
史
』
商
務
印
書
館
、
一
九
三
七
、
が
長
ら
く
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
さ
れ
て
お
り
、
近
年
で
は
、
考
古
学
の
知

見
を
ふ
ま
え
た
丘
光
明
の
一
連
の
研
究
（『
中
国
科
学
技
術
史
　
度
量
衡
巻
』
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
、
な
ど
）
が
代
表
的
な
業
績
と
い
え
る

が
、
い
ず
れ
も
地
域
ご
と
に
異
な
る
実
際
の
用
法
を
知
る
上
で
は
有
用
と
は
い
え
な
い
。
地
域
的
慣
行
と
い
う
点
か
ら
い
う
と
、
清
末

か
ら
民
国
初
年
に
東
亜
同
文
書
院
の
学
生
が
行
っ
た
調
査
旅
行
に
基
づ
く
『
支
那
経
済
全
書
』
全
一
二
巻
、
一
九
〇
七
、
及
び
『
支
那

省
別
全
誌
』
全
一
八
巻
、
一
九
一
七
〜
一
九
二
〇
、
い
ず
れ
も
東
亜
同
文
会
、
が
、
前
近
代
の
状
況
を
あ
る
程
度
窺
う
に
足
る
有
用
な

情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

　
以
下
、
劉
氏
・
郝
氏
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
集
積
状
況
を
、
書
簡
か
ら
読
み
取
っ
て
み
よ
う
。

〈
劉
氏
の
土
地
集
積
〉

・
劉
蘭
の
祖
父
劉
侃
の
時
期
か
ら
「
田
舍
は
閭
里
に
甲
た
り
」。
劉
希
皋
も
そ
れ
に
付
け
加
え
、
劉
蘭
は
そ
れ
を
継
承
し
た
（
書
簡
一
F
）。

・
劉
侃
が
馬
跑
泉
を
水
源
と
す
る
地
を
入
手
し
た
の
は
万
暦
十
五
年
か
ら
。
万
暦
四
十
一
年
時
点
で
劉
希
皋
の
田
は
三
十
石
。
劉
蘭
の
叔

父
の
田
は
八
十
石
（
書
簡
二
M
）。
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・
万
暦
二
十
九
年
以
後
、
劉
希
皋
が
滔
口
に
生
前
墓
地
の
建
設
を
始
め
、
滔
口
の
零
細
な
田
を
買
い
集
め
始
め
る
。
万
暦
四
十
一
年
時
点

で
、
五
堰
の
灌
漑
す
る
田
で
劉
氏
の
所
有
す
る
部
分
の
合
計
は
二
石
一
斗
五
升
（
書
簡
二
T
）。
郝
敬
に
よ
れ
ば
、
そ
の
土
地
集
積
の
し

か
た
は
強
引
な
も
の
で
あ
っ
た
（
書
簡
二
W
）。

〈
郝
氏
の
土
地
集
積
〉

・
郝
氏
は
、
成
化
年
間
（
一
四
六
五
―
八
七
）
頃
に
は
豊
か
だ
っ
た
が
、
郝
敬
の
祖
父
の
時
代
に
兄
弟
の
仲
が
悪
く
、
財
産
を
使
い
果
た
す

（「
小
山
草
」
巻
八
、「
郝
氏
族
譜
」）。
郝
敬
の
祖
父
は
兄
弟
に
追
わ
れ
て
姻
戚
の
向
氏
の
家
で
「
贅
子
」（
贅
と
は
妻
方
居
住
を
い
う
）
と
な
っ

て
い
た
が
、
久
し
く
し
て
も
と
の
家
に
帰
っ
た
時
に
は
「
家
屋
は
壊
れ
、
田
畑
は
こ
と
ご
と
く
豪
右
（
有
力
者
）
の
手
に
入
っ
て
い
た
」

（
李
維
楨
「
故
粛
寧
令
郝
公
墓
誌
銘
」）。

・
父
の
郝
承
健
の
代
は
、
官
僚
だ
っ
た
が
、
清
廉
で
あ
っ
た
た
め
家
に
は
蓄
え
が
な
か
っ
た
（
書
簡
一
F
）。

・
万
暦
二
十
三
年
（
最
初
の
帰
郷
の
際
）
に
、
郝
敬
は
「
滔
口
」
で
土
地
経
営
を
始
め
る
（
書
簡
二
T
）。
同
年
、
董
氏
が
王
氏
等
か
ら
買
っ

た
田
十
石
七
斗
五
升
（
溜
池
な
ど
の
水
利
つ
き
）
と
郝
氏
の
倪
家
冲
の
土
地
と
を
交
換
（
書
簡
二
T
）。
そ
の
後
、
王
姓
が
「
田
堰
基
屋
」
を

次
々
売
り
出
し
、
劉
氏
が
墓
地
建
設
を
は
じ
め
る
万
暦
二
十
九
年
時
点
で
、
王
氏
の
土
地
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
た
（
同
上
）。

・
ま
た
万
暦
二
十
三
年
に
は
、
県
城
の
西
郊
十
里
の
地
に
山
を
買
い
、
康
楽
園
の
建
設
を
始
め
る
。
当
初
は
十
畝
に
過
ぎ
な
か
っ
た
（「
小

山
草
」
巻
五
「
康
楽
園
記
」）。
こ
の
地
は
馬
跑
泉
の
水
を
受
け
る
聶
家
壋
の
付
近
に
あ
り
、
こ
の
年
、
こ
の
地
に
「
新
戸
」
を
た
て
た
（
書

簡
二
M
）。

・
万
暦
三
十
二
年
、
官
を
辞
し
て
帰
郷
し
た
年
、
康
楽
園
を
拡
張
。
龔
氏
・
熊
氏
の
基
田
を
買
い
、
ま
た
魏
宏
政
と
土
地
を
交
換
し
て
、
七

十
余
畝
を
入
手
。
池
を
つ
く
り
「
養
魚
種
竹
休
老
の
計
」
を
な
す
（
書
簡
二
R
）。「
康
楽
園
記
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
「
園
外
の
地
百

畝
を
拓
く
」
と
あ
り
、
相
当
大
規
模
な
庭
園
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

・
万
暦
三
十
三
年
、
洪
水
で
聶
家
壋
が
壊
れ
た
と
き
、
郝
敬
は
三
十
両
を
投
じ
て
修
理
を
行
っ
た
（
書
簡
二
O
）。
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・
聶
家
壋
下
の
田
と
水
利
（
全
七
昼
七
夜
）
が
郝
氏
に
集
積
さ
れ
て
い
っ
た
状
況
は
下
記
の

通
り
で
あ
る
。
田
と
水
利
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
（
書
簡
二
N
）。
な
お
、
こ
こ
か
ら

も
知
ら
れ
る
通
り
、
取
水
の
権
利
は
、
昼
・
夜
と
い
う
単
位
で
表
さ
れ
る
。
全
体
が
七

昼
七
夜
と
す
る
と
、
一
昼
夜
は
そ
の
七
分
の
一
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。　
以
上
よ
り
、
郝

氏
も
か
な
り
積
極
的
に
土
地
を
集
積
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

・
書
簡
の
時
点
で
言
及
さ
れ
て
い
る
郝
敬
の
所
有
地
を
ま
と
め
る
と
、
①
馬
跑
泉
の
水
利

に
依
存
す
る
田
と
し
て
、
滕
家
壋
下
に
十
六
石
、
周
家
壋
下
に
五
十
余
石
、
聶
家
壋
下

に
一
百
余
石
（
康
楽
園
近
辺
の
田
は
こ
れ
に
含
ま
れ
る
）。
泉
の
下
の
郝
氏
の
所
有
田
を
「
一

百
六
十
石
」（
書
簡
二
M
）
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
合
計
と
思
わ
れ
る
。
②
そ
れ

と
は
別
に
「
滔
口
」（
場
所
不
明
）
に
、
溜
池
で
水
利
を
ま
か
な
う
か
な
り
の
田
を
持
っ

て
い
る
。

・
一
石
を
四
畝
と
し
て
計
算
す
る
と
、
馬
跑
泉
関
係
の
田
一
六
〇
石
は
、
六
四
〇
畝
程
度

と
な
る
。
滔
口
の
所
有
地
の
規
模
は
不
明
で
あ
る
が
、
当
初
の
一
〇
石
七
斗
五
升
か
ら

始
め
て
王
氏
の
田
を
次
々
買
い
取
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
書
簡
二
の
T
の
記
述
か
ら
窺

え
る
。
劉
氏
の
買
い
集
め
た
二
石
一
斗
五
升
（
即
ち
八
・
六
畝
）
は
滔
口
の
田
の
ご
く
一

部
に
過
ぎ
ず
、
ほ
か
は
ほ
ぼ
自
分
の
田
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
書
簡
二
T
）
こ
と
か
ら
考

え
て
、
滔
口
の
郝
氏
の
田
は
少
な
く
と
も
百
畝
程
度
は
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
た

だ
、
書
簡
二
の
U
の
記
述
に
も
あ
る
よ
う
に
、
郝
敬
は
、
滔
口
の
溜
池
問
題
よ
り
も
、
沙

泉
（
馬
跑
泉
）
問
題
の
ほ
う
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
水
利
の
状
況
（
馬
跑

聶秀・陳進一昼一夜→今陳田属我、水一昼夜

王安一昼一夜→王安田半属我、水半昼夜

廖成二昼二夜→廖成田半属我、水一昼夜

王明一昼一夜

王本敬一昼二夜（＊原文はこのようになっているが、計算が合わないので、一昼一

夜の誤りか）→王本敬田半属我、水半昼夜

王本義・龔鶴一昼一夜→王本義・龔鶴田属我、水一昼夜

併せて郝氏の田は水にして四昼夜、各姓は合わせて水三昼夜となる。
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泉
の
田
の
ほ
う
が
劉
氏
に
水
利
の
死
命
を
制
せ
ら
れ
て
い
る
）
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
馬
跑
泉
の
六
四
〇
畝
の
田
が
郝
敬
の
生
計
に
と
っ

て
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
簡
か
ら
窺
え
る
明
末
京
山
県
に
お
け
る
郷
紳
の
土
地
集
積
の
特
徴
に
つ
い
て

は
、
次
項
で
扱
う
こ
と
と
し
た
い
。

3
　
こ
の
史
料
が
語
る
も
の

（
1
）　
水
利
の
状
況
と
権
利
配
分

　
こ
の
史
料
で
興
味
深
い
点
の
一
つ
は
、
水
利
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
水
田
地
帯
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
水
利
が
重
要
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
山
か
ら
流
れ
る
小
規
模
河
流
を
せ
き
止
め
て
灌
漑
す
る
堰
渠
灌
漑
に
お
い
て
は
、
堰
や
溜
池
の
問
題
が
農
業
生

産
の
死
命
を
制
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
京
山
県
は
、
湖
北
省
の
ほ
ぼ
中
央
、
江
漢
平
原
と
鄂
中
丘
陵
の
境
目
に
位
置
し
、
西
北
が
山
が
ち
で
高
く
、
東
南
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

県
城
は
そ
の
中
間
の
地
区
に
あ
り
、
県
城
の
北
十
里
に
あ
る
馬
跑
泉
が
県
城
付
近
の
農
田
の
水
源
の
一
つ
を
な
し
て
い
た
。
現
在
、
馬
跑

泉
水
庫
と
い
う
小
規
模
な
ダ
ム
が
あ
り
、
そ
の
南
北
そ
れ
ぞ
れ
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
地
点
に
大
規
模
な
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

　
前
近
代
の
湖
北
の
水
利
に
関
し
て
は
、
長
江
中
流
及
び
漢
水
下
流
の
低
湿
地
で
堤
防
を
築
い
て
耕
地
を
造
成
す
る
垸
堤
水
利
建
設
と
、
丘

陵
地
な
い
し
そ
の
近
傍
で
堰
や
溜
池
に
よ
っ
て
灌
漑
を
行
う
堰
塘
水
利
と
、
大
き
く
見
て
二
つ
の
方
法
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
研
究
史

上
主
に
注
目
さ
れ
て
き
た
の
は
前
者
で
あ
っ
た
（
1
）。
後
者
の
堰
塘
水
利
に
つ
い
て
見
る
と
、
漢
水
上
流
の
漢
中
（
陝
西
省
西
南
部
）
に
関

し
て
は
古
来
の
堰
渠
建
設
の
伝
統
の
故
も
あ
っ
て
、
多
く
の
研
究
が
あ
る
（
2
）
が
、
湖
北
に
関
す
る
も
の
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
（
3
）。
郝

敬
の
書
簡
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
堰
塘
の
問
題
で
あ
り
、
湖
北
の
堰
塘
水
利
の
状
況
の
一
端
を
当
事
者
で
あ
る
地
主
の
視
点
か
ら
窺
う

に
足
る
。

註
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（
1
）　
日
本
語
の
研
究
と
し
て
は
、
森
田
明
『
清
代
水
利
史
研
究
』
亜
紀
書
房
、
一
九
七
四
、
所
収
の
諸
論
文
、
呉
金
成
（
渡
昌
弘
訳
）『
明
代
社
会
経
済

史
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
〇
、
第
二
篇
第
二
章
。
ま
た
中
国
語
の
著
作
は
数
多
い
が
、
魯
西
奇
『
長
江
中
游
的
人
地
関
係
与
地
域
社
会
』
厦
門
大
学

出
版
社
、
二
〇
一
六
、
を
挙
げ
て
お
く
。

（
2
）　
近
年
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
魯
西
奇
・
林
昌
丈
『
漢
中
三
堰
　
明
清
時
期
漢
中
地
区
的
堰
渠
水
利
与
社
会
変
遷
』
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
、
が

あ
る
。

（
3
）　
管
見
の
範
囲
で
は
、
湖
北
省
南
部
の
武
昌
府
崇
陽
県
の
堰
塘
灌
漑
に
つ
き
、
清
末
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
華
陂
堰
簿
」
と
い
う
地
方
史
料
や
地
方
志
及

び
現
地
調
査
を
総
合
し
て
検
討
し
た
楊
国
安
（
森
田
明
訳
）「
塘
堰
と
灌
漑
：
明
清
時
期
湖
北
南
部
郷
村
の
水
利
組
織
と
民
間
秩
序
　
　
崇
陽
県
《
華
陂

堰
簿
》
を
中
心
と
し
て
　
　
」『
中
国
水
利
史
研
究
』
三
七
号
、
二
〇
〇
八
（
中
国
語
原
文
は
『
歴
史
人
類
学
学
刊
』
五
巻
一
期
、
二
〇
〇
七
）、
が
あ
り
、

塘
堰
管
理
や
水
利
紛
争
の
状
況
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
江
西
省
饒
州
府
楽
平
県
に
お
い
て
道
光
年
間
（
一
八
二
一
〜
五
〇
）
に
起
こ
っ
た
陂

（
堰
）
を
め
ぐ
る
水
利
紛
争
に
つ
い
て
、
大
澤
正
昭
他
「
江
西
北
部
歴
史
調
査
報
告
：
『
清
明
集
』
的
世
界
の
地
理
的
環
境
と
文
化
的
背
景
〈
江
州
・
饒

州
・
南
康
軍
篇
〉」『
上
智
史
学
』
五
九
号
、
二
〇
一
四
、
が
、
関
連
の
碑
文
を
紹
介
し
て
い
る
（
小
川
快
之
執
筆
部
分
）。

〈
堰
と
溜
池
〉

・
京
山
県
の
灌
漑
に
お
い
て
は
、
川
を
せ
き
止
め
る
堰
（
書
簡
中
で
は
「
壋
」）
と
、
溜
池
（
書
簡
中
で
は
「
堰
」）
が
重
要
で
あ
っ
た
。
康
煕

『
京
山
県
志
』
巻
一
、
水
に
「
陂
塘　

縣
自
諸
水
泉
漑
浸
之
外
、
民
各
度
地
宜
穿
埭
堰
以
資
灌
注
。
蓋
有
二
千
九
百
九
十
區
（
陂
塘
。
県

で
は
諸
水
泉
に
よ
り
灌
漑
す
る
ほ
か
、
民
は
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
地
を
選
ん
で
溜
池
を
作
り
、
二
千
九
百
九
十
区
ほ
ど
も
あ
る
）」
と
あ
り
、
ま
た
前
掲

新
方
志
『
京
山
県
志
』
に
よ
れ
ば
、「
建
国
前
、
農
民
は
堰
（
溜
池
）
と
塘
（
堰
）
に
水
を
蓄
え
て
灌
漑
し
て
い
た
。
溜
池
は
大
き
い
者

は
三
〇
畝
以
上
あ
っ
た
」（
一
九
五
、
二
〇
三
頁
）
と
い
う
。

・
滕
壋
・
周
壋
に
つ
い
て
は
、
水
が
十
分
で
あ
る
た
め
取
り
分
を
契
約
で
規
定
し
て
い
な
い
が
、
聶
家
壋
に
つ
い
て
は
、
七
昼
夜
に
わ
け

て
取
り
分
を
規
定
し
て
い
る
。
取
り
決
め
に
際
し
て
は
、「
廖
朗
の
官
帖
」「
各
家
私
約
」「
各
家
公
私
新
舊
券
約
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
る

契
約
書
が
あ
り
、
官
の
お
墨
付
き
を
得
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
よ
う
だ
（
書
簡
二
M
、
N
）。
水
の
取
り
分
と
田
は
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
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た
と
み
ら
れ
る
。

・
水
害
で
壋
が
壊
れ
た
際
、「
衆
姓
は
田
の
多
き
者
を
推
し
て
事
を
首
せ
し
め
、
不
佞
は
三
十
金
を
捐
し
て
石
を
買
い
、
厸
人
王
天
義
・
鄒

少
光
等
を
募
っ
て
修
築
せ
し
む
」（
書
簡
二
O
）
と
あ
り
、「
田
多
き
者
」
が
壋
の
修
築
を
主
導
す
る
状
況
が
見
て
取
れ
る
。

〈
水
利
の
建
設
と
破
壊
〉

・
劉
家
の
使
用
人
劉
寅
の
悪
事
と
し
て
郝
敬
が
批
判
す
る
の
は
、
泉
水
に
つ
い
て
は
、
聶
家
壋
よ
り
上
流
で
水
路
を
せ
き
と
め
、
下
に
水

を
流
さ
な
い
こ
と
、
ま
た
余
っ
た
水
は
他
所
に
放
水
し
て
無
駄
遣
い
し
た
り
、
取
り
分
の
な
い
家
に
分
け
て
需
索
し
た
り
す
る
な
ど
の

行
為
で
あ
る
（
書
簡
二
U
）。
一
方
、
溜
池
に
関
す
る
劉
家
の
悪
事
と
し
て
郝
敬
が
批
判
す
る
行
為
は
、
具
体
的
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い

が
、
五
堰
に
「
隄
を
築
く
」（
書
簡
一
F
）「
堰
の
半
ば
を
占
め
る
」（
書
簡
二
T
）
と
い
っ
た
言
い
方
か
ら
し
て
、
溜
池
の
中
間
に
隄
を
築

い
て
分
割
し
、
一
半
の
水
を
も
っ
ぱ
ら
自
分
の
田
の
た
め
に
使
う
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

・
建
設
側
・
破
壊
側
い
ず
れ
に
し
て
も
、
郷
紳
が
在
地
の
水
利
施
設
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（
2
）　
郷
紳
の
土
地
集
積
と
紛
争

〈
土
地
集
積
の
規
模
と
紛
争
〉

・
郝
敬
は
も
っ
ぱ
ら
劉
氏
に
対
し
、
強
引
な
土
地
集
積
の
や
り
方
を
非
難
す
る
。
し
か
し
、
彼
の
帰
郷
後
の
か
な
り
急
速
な
土
地
集
積
は
、

や
は
り
郷
紳
と
し
て
の
勢
力
と
関
わ
り
が
あ
る
だ
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
彼
の
家
は
「
ま
っ
た
く
蓄
え
が
な
か
っ
た
」（
書

簡
一
F
）
と
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
書
簡
執
筆
時
点
で
、
彼
の
所
有
田
は
馬
跑
泉
の
水
利
に
依
存
す
る
六
四
〇
畝
と
滔
口
の
田
と

を
あ
わ
せ
て
、
七
〇
〇
畝
を
超
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
京
山
県
に
は
、
田
一
万
畝
を
有
す
る
魏
氏
の
よ
う
な
大
地
主
も
い

た
の
で
（
李
維
楨
『
大
泌
山
房
集
』
巻
八
十
九
、「
茂
才
魏
氏
墓
誌
銘
」
な
ど
）、
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
さ
さ
や
か
な
規
模
と
言
え
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
一
畝
当
た
り
の
小
作
料
収
入
を
仮
に
江
南
同
様
米
一
石
（
約
一
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
）
程
度
と
し
て
み
る
と
二
〇
〇
人
以
上
の
一
年
の

米
消
費
量
に
相
当
し
、
税
や
徭
役
の
重
さ
と
い
っ
た
問
題
が
な
け
れ
ば
、
地
主
家
族
が
安
定
し
て
暮
ら
す
に
十
分
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
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れ
る
。

・
郝
氏
は
王
氏
か
ら
多
く
の
田
を
買
っ
て
い
た
。
滔
口
の
田
は
、
以
前
は
王
氏
が
多
く
所
有
し
て
い
た
が
、
次
々
と
不
動
産
を
売
り
出
し
、

王
氏
所
有
の
田
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
た
（
書
簡
二
T
）。
郝
敬
に
よ
れ
ば
、
王
氏
と
の
取
引
は
正
当
な
も
の
で
あ
っ
て
「
王
氏
の

田
を
郝
氏
が
奪
っ
た
」
と
い
う
劉
家
か
ら
の
非
難
は
言
い
が
か
り
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
劉
蘭
の
父
が
「
王
卿
・
王
魯
な
ど
無
頼

の
小
人
」
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
郝
敬
の
指
摘
（
同
上
）
は
、
土
地
を
郝
家
に
売
っ
た
王
氏
族
人
の
な
か
に
、
劉
氏
の
勢

力
を
借
り
て
郝
氏
か
ら
土
地
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
こ
の
紛
争
は
、
郝
氏
と
劉
氏
と
の
争

い
に
止
ま
ら
ず
、
郷
紳
層
で
は
な
い
家
族
を
も
巻
き
込
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
）　
京
山
県
の
風
気
と
裁
判
へ
の
態
度

〈
康
煕
『
京
山
県
志
』
の
風
俗
論
〉

　
書
簡
一
の
な
か
で
郝
敬
は
、
京
山
県
の
気
風
が
荒
々
し
く
争
い
好
き
で
、
周
囲
の
地
域
か
ら
批
判
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
郝
敬
の
み
の
主
観
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
そ
れ
が
当
た
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
要
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
康
煕
『
京
山

県
志
』
巻
一
は
、
李
維
楨
の
論
を
引
く
形
で
当
地
の
風
俗
を
論
じ
て
い
る
の
で
、
そ
の
概
略
を
見
て
み
よ
う
（
印
刷
が
悪
く
読
め
な
い
と
こ

ろ
は
光
緒
県
志
で
補
う
）。

・
李
大
泌
（
李
維
楨
、
一
五
四
七
―
一
六
二
六
）
が
か
つ
て
述
べ
る
と
こ
ろ
で
は
、
成
化
・
弘
治
以
前
に
は
、
県
の
俗
は
素
朴
で
巧
知
も
少
な

く
、
少
々
腹
が
立
っ
て
も
許
し
て
や
っ
て
、
口
論
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
…
…
そ
の
後
、
名
声
が
広
ま
り
（「
聲
名
漸
闢
」）
文
物
が
盛
ん

に
な
り
、
人
口
も
増
え
、
巧
知
も
芽
生
え
て
、
強
弱
の
勢
が
分
か
れ
、
侵
食
の
計
が
叢
生
し
た
。
…
…
壬
午
・
癸
未
の
間
（
一
五
二
二
―

二
三
）
に
県
の
風
俗
は
一
変
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
込
み
合
っ
た
都
会
に
車
馬
が
行
き
か
い
、
五
方
の
珍
奇
な
も
の
が
流
行
し
、
商

人
は
坐
食
し
て
富
を
得
、
職
人
は
雑
然
と
集
ま
り
、
丙
午
・
丁
未
の
間
（
一
五
四
六
―
四
七
）
に
、
県
の
風
俗
は
ま
た
一
変
し
た
。
し
か

し
、
嘉
靖
（
一
五
二
二
―
六
六
）
末
年
に
士
大
夫
は
そ
の
習
俗
を
敦
く
し
、
民
は
そ
の
家
を
思
い
、
次
第
に
以
前
の
淳
厚
な
風
俗
が
復
活
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し
た
。
…
…
死
ぬ
ま
で
県
の
役
所
を
見
た
こ
と
の
な
い
者
、
孤
児
や
寡
婦
で
も
県
に
訴
え
て
（
正
し
い
）
裁
き
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て

感
謝
す
る
者
、（
紳
士
の
）
遺
児
が
昔
と
変
わ
ら
ぬ
様
子
で
あ
る
こ
と
が
喜
ば
れ
、
金
持
ち
の
家
に
行
く
と
利
子
を
ま
け
て
金
を
貸
し
て

や
っ
た
り
、
高
官
に
出
世
し
た
者
が
往
々
に
し
て
患
難
の
際
に
は
助
け
合
い
、
才
能
を
互
い
に
褒
め
た
り
、
ま
た
隠
居
し
て
引
き
こ
も
っ

て
い
る
者
（「
懸
車
谷
臥
」）
し
て
い
る
者
も
勢
力
の
上
下
を
気
に
せ
ず
語
り
合
う
な
ど
、
み
な
そ
の
本
性
を
忘
れ
ず
に
い
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。
隆
慶
・
万
暦
の
季
に
は
…
…
田
宅
を
求
め
る
心
が
生
じ
、
そ
れ
に
慣
れ
て
風
俗
と
な
り
、
民
は
た
け
だ
け
し
く
健
訟
と

な
っ
た
…
…
。

・
正
徳
年
間
か
ら
嘉
靖
の
初
め
こ
ろ
を
境
に
風
俗
が
悪
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
書
き
方
は
、
明
末
地
方
志
の
常
套
的
な
論
調
で
は
あ
る
が

（
4
）、
嘉
靖
末
年
に
風
俗
が
一
時
旧
来
の
淳
厚
さ
を
回
復
し
た
、
と
い
っ
た
上
記
の
よ
う
な
説
は
珍
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た

風
俗
回
復
の
努
力
が
紳
士
層
の
間
で
自
覚
的
に
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
郝
敬
も
、
土
地
争
い
の
表
面

化
が
風
俗
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
対
し
、
強
い
危
惧
を
表
明
し
て
い
る
（
特
に
書
簡
一
及
び
書
簡
二
W
）。

註（
4
）　
明
末
中
国
の
地
方
志
を
特
徴
づ
け
る
こ
の
よ
う
な
風
俗
衰
退
論
に
つ
い
て
は
、
森
正
夫
の
研
究
が
あ
る
。『
森
正
夫
明
清
史
論
集
　
第
三
巻
　
地
域

社
会
・
研
究
方
法
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
、
所
収
、「
明
末
の
社
会
関
係
に
お
け
る
秩
序
の
変
動
に
つ
い
て
」（
初
出
一
九
七
九
）、「
明
末
に
お
け
る
秩

序
変
動
再
考
」（
初
出
一
九
九
五
）。

・
呉
金
成
は
、
前
掲
の
著
書
『
明
代
社
会
経
済
史
研
究
』
の
な
か
で
、
万
暦
『
承
天
府
志
』
巻
六
、
風
俗
、
の
記
事
を
引
き
、
そ
こ
に
指

摘
さ
れ
た
風
俗
変
化
の
背
景
を
論
じ
て
い
る
。
明
末
に
は
京
山
県
は
承
天
府
に
属
し
て
お
り
、
そ
の
記
述
の
な
か
に
は
京
山
県
の
事
情

も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
や
や
詳
し
く
呉
氏
の
所
論
を
見
て
み
た
い
。
ま
ず
、『
承
天
府
志
』
の
記
事
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（
括
弧

内
の
説
明
な
ど
も
含
め
、
呉
氏
著
書
の
訳
に
よ
る
）。「
佃
戸
の
中
に
は
流
亡
す
る
も
の
が
多
く
、
軽
々
し
く
そ
の
業
を
棄
て
、
狡
猾
で
訴
訟

に
長
じ
、
主
戸
を
欺
い
た
り
犯
し
た
り
す
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
豪
貴
の
家
（
＝
紳
士
・
大
地
主
）
の
行
為
が
弱
肉
強
食
で
あ
っ
て
も
、
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法
は
そ
こ
ま
で
及
ば
な
か
っ
た
。
…
…
土
着
の
小
民
は
常
に
賦
役
が
過
重
で
、
そ
の
負
担
の
た
め
に
（
客
民
か
ら
）
借
金
を
し
、
倍
の
利

息
で
返
済
し
、
田
宅
を
質
に
入
れ
る
た
め
、
し
ば
ら
く
す
る
と
彼
ら
（
外
来
人
）
の
所
有
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
税
糧
の
逋
脱

は
日
ご
と
に
増
え
、
民
は
日
ご
と
に
貧
し
く
な
っ
て
い
っ
た
…
…
」。
そ
れ
に
続
け
て
、
各
県
ご
と
の
記
事
が
あ
る
が
、
京
山
県
に
つ
い

て
は
、「
遊
居
の
民
が
横
暴
で
、
訴
訟
を
事
と
し
た
」
な
ど
と
あ
る
。
承
天
府
の
こ
の
よ
う
な
風
俗
の
背
景
と
し
て
、
呉
氏
は
三
点
を
挙

げ
て
い
る
。
第
一
に
、
全
国
的
に
見
ら
れ
る
事
情
で
あ
る
が
、
紳
士
・
大
地
主
が
土
地
を
集
積
し
つ
つ
そ
の
勢
力
を
利
用
し
て
税
役
逃

れ
を
図
る
こ
と
。
第
二
に
、
各
王
府
（
各
地
に
分
封
さ
れ
た
親
王
の
治
所
）
が
特
権
的
に
兼
併
し
た
荘
田
や
軍
屯
田
が
、
民
田
と
錯
綜
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
生
じ
た
問
題
。
第
三
に
、
土
着
民
と
客
民
・
客
商
と
の
葛
藤
、
で
あ
る
。
郝
敬
の
書
簡
に
限
っ
て
い
え
ば
、
第
二
点
目

の
王
府
や
第
三
点
目
の
客
民
と
い
っ
た
問
題
に
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
第
一
点
の
紳
士
勢
力
の
乱
用
と
い
う
点
に
も
っ
ぱ
ら
焦
点
が

当
て
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
即
ち
、
佃
戸
と
の
関
係
や
外
来
者
と
の
関
係
で
は
な
く
、
地
主
層
の
な
か
で
の
勢
力
の
強
弱
を
問
題

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

〈「
情
・
理
・
法
」〉

・
郝
敬
は
、
士
大
夫
層
は
情
で
、
庶
民
は
理
で
解
決
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
に
訴
え
る
の
は
下
だ
、
と
主
張
す
る
（
書
簡
一
H
）。「
情
・

理
・
法
」
の
問
題
は
、
明
清
時
代
の
民
事
裁
判
を
論
ず
る
場
合
に
注
目
を
集
め
て
き
た
も
の
で
、
滋
賀
秀
三
に
よ
れ
ば
、
清
代
の
州
県

で
行
わ
れ
た
民
事
裁
判
（
即
ち
、
家
族
問
題
や
土
地
争
い
に
関
す
る
所
謂
「
戸
婚
田
土
細
事
」
に
関
わ
る
裁
判
）
に
お
い
て
、
裁
判
官
は
一
応

「
法
」
に
留
意
は
し
た
も
の
の
、「
情
理
」
に
配
慮
し
て
融
通
を
き
か
せ
る
こ
と
を
重
視
し
た
、
と
い
う
。「
情
理
」
と
は
、
総
合
す
れ
ば

「
社
会
生
活
に
お
け
る
健
全
な
価
値
判
断
と
く
に
平
衡
感
覚
」
を
指
す
が
、
分
け
て
考
え
れ
ば
、「
理
」
と
は
「
同
種
の
事
物
に
は
普
遍

的
に
妥
当
す
る
よ
う
な
道
理
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
「
情
」
と
は
、「
事
情
」
の
よ
う
な
具
体
情
況
の
意
味
や
「
人
情
」
の
よ
う
な

平
凡
な
人
々
の
心
情
、
さ
ら
に
「
情
誼
」
の
よ
う
な
友
好
的
人
間
関
係
な
ど
様
々
な
意
味
を
含
む
語
で
、
具
体
的
な
事
情
を
同
情
的
に

理
解
し
つ
つ
調
和
的
人
間
関
係
の
形
成
を
目
指
す
際
に
用
い
ら
れ
る
も
の
だ
と
さ
れ
る
（
5
）。
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明
清
時
代
の
官
僚
・
知
識
人
に
よ
る
裁
判
論
で
は
一
般
に
、「
情
・
理
・
法
」
を
論
じ
る
場
合
、「
庶
民
の
過
ち
を
厳
し
い
法
で
裁
く

の
は
気
の
毒
な
の
で
情
を
考
慮
す
る
」
と
い
う
言
い
方
が
裁
判
官
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
郝
敬
の
所
論
は
、
そ
れ
と

は
少
し
異
な
る
。
こ
こ
で
は
、
情
＝
大
所
高
所
に
立
っ
た
当
事
者
ど
う
し
の
対
話
に
よ
る
解
決
、
理
＝
権
利
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
上

で
の
論
争
、
法
＝
官
府
に
訴
え
る
、
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
ろ
う
か
。

註（
5
）　
滋
賀
秀
三
『
清
代
中
国
の
法
と
裁
判
』
創
文
社
、
一
九
八
四
、
第
四
「
民
事
的
法
源
の
概
括
的
検
討
　
　
情
・
理
・
法
　
　
」。

・
郝
敬
は
、
書
簡
一
に
お
い
て
、「
こ
こ
に
お
い
て
子
供
た
ち
に
口
述
し
て
代
書
さ
せ
、
邑
の
長
者
に
告
し
た
」（
F
）
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
書
簡
一
の
B
、
J
及
び
書
簡
二
の
T
に
も
「
長
者
」
の
語
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
「
長
者
」
の
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
公

平
な
調
停
者
と
し
て
人
望
が
あ
り
一
定
の
影
響
力
を
も
つ
人
物
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
直
ち
に
官
府
に
訴
え
る
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た

人
物
に
ま
ず
調
停
を
依
頼
す
る
こ
と
が
通
常
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
郝
敬
側
の
主
張
に
対
し
、
劉
希
皋
も
長
大
な
手
紙
で
反
論

（「
報
以
纚
纚
大
篇
」）
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
裁
判
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
ま
た
、
胡
幼
泉
や
馬
瑞
華
が
「
劉
蘭
が
帰

郷
し
て
か
ら
」
の
解
決
を
勧
め
る
（
F
）
な
ど
、
調
停
的
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
人
物
も
存
在
す
る
。
な
お
郝
敬
は
、「
昔
」
の
こ
と
と
し

て
、「
王
鶴
陸
に
頼
ん
で
ご
祖
父
の
方
伯
公
に
お
願
い
を
し
た
」（
書
簡
二
S
）
こ
と
に
言
及
し
て
お
り
、
こ
れ
も
「
長
者
」
に
口
利
き
を

頼
ん
だ
例
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
明
代
の
京
山
に
は
王
氏
の
科
挙
合
格
者
も
多
く
、「
王
鶴
陸
」
に
当
た
る
人
物
は
そ
の
王

氏
の
一
人
か
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
未
詳
で
あ
る
。

・
書
簡
一
と
書
簡
二
の
関
係
は
、
概
略
的
に
言
え
ば
、
書
簡
一
で
情
に
よ
る
解
決
を
求
め
た
け
れ
ど
も
無
視
さ
れ
た
の
で
、
書
簡
二
で
は

具
体
的
な
証
拠
に
よ
る
理
詰
め
の
議
論
を
す
る
、
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
書
簡
二
の
W
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
勢
力
あ
る
者

の
恩
情
を
求
め
る
と
い
う
書
き
方
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
積
極
的
な
権
利
主
張
を
行
う
こ
と
を
「
争
い
事
を
好
み
（
奔
競
喜
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明末の水利紛争をめぐる士大夫の書簡

事
）」（
書
簡
一
B
）、「
他
人
と
争
っ
た
り
不
動
産
の
獲
得
に
熱
中
し
た
り
（
好
與
人
長
短
、
專
心
田
舍
）」（
書
簡
一
E
）
す
る
攻
撃
的
な
姿
勢

と
結
び
つ
け
、
自
分
が
そ
う
で
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
相
手
の
強
引
さ
と
対
比
す
る
、
と
い
う
こ
の
書
簡
の
基
本
的
な
彼
我
の
描
き
方

と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

・
裁
判
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
土
地
や
水
の
権
利
に
関
し
て
は
、
契
約
書
そ
の
他
の
証
拠
書
類
に
関
わ
る
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一

般
の
契
約
書
（
上
述
）
の
ほ
か
に
、「
官
帖
」
や
「
淸
丈
册
」
が
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
。「
官
帖
」
の
具
体
的
形
状
に
つ
い
て
は
不
明
。
劉

希
皋
は
こ
れ
を
「
空
帖
」
と
い
っ
て
否
定
し
て
い
る
が
、
郝
敬
は
、
官
帖
の
真
偽
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
水
の
権
利
は
住
民
す
べ

て
に
認
識
さ
れ
て
い
る
、
と
反
論
す
る
（
書
簡
二
Q
）。
ま
た
「
淸
丈
册
」
は
、
劉
氏
側
が
持
ち
出
し
た
も
の
だ
が
、
郝
敬
は
、
万
暦
七

年
の
清
丈
か
ら
三
十
四
年
も
た
ち
、
売
買
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
証
拠
に
な
ら
な
い
、
と
反
論
し
て
い
る
（
書
簡
二
T
）。
こ
の
よ
う
に
、

裁
判
に
は
至
ら
な
く
て
も
、
か
な
り
具
体
的
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

・
こ
の
紛
争
の
結
末
は
不
明
だ
が
、
そ
の
後
、
郝
敬
の
没
年
に
至
る
ま
で
の
文
章
に
は
特
に
こ
の
件
に
関
す
る
言
及
は
な
い
よ
う
だ
。

お
わ
り
に

　
本
章
は
、
明
末
の
郷
紳
の
手
紙
を
取
り
上
げ
、
具
体
的
な
こ
の
史
料
（
及
び
直
接
に
関
連
す
る
地
方
志
等
の
史
料
）
か
ら
直
接
に
引
き
出
し

得
る
論
点
を
列
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
、
土
地
所
有
、
水
利
、
郷
紳
論
、
明
末
風
俗
、
裁
判
な
ど
、
様
々
な
問
題
に
関
わ
っ

て
お
り
、
こ
の
史
料
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
研
究
文
献
や
他
の
史
料
と
組
み
合
わ
せ
て
、
多
様
な
方
向
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
史
料
読
解
は
、
郝
敬
を
取
り
巻
く
世
界
の
一
つ
の
入
り
口
に
読
者
を
案
内
す
る
も
の
に
過
ぎ
な

い
。

　
本
章
で
主
に
扱
っ
た
書
簡
一
は
、
具
体
的
な
事
実
と
い
う
よ
り
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
す
る
自
ら
の
姿
勢
、
郷
紳
の
あ
る
べ
き
態
度
、

と
い
っ
た
も
の
を
執
拗
に
述
べ
て
お
り
、
冗
長
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
の
郷
紳
が
自
ら
に
関
わ
る
社
会
問
題
を
論
じ
る
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際
の
独
特
の
語
り
口
を
よ
く
表
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
表
現
の
仕
方
を
知
る
こ
と
も
、
明
清
時
代
の
史
料
を
読
む
上
で
役
に
た
つ
で
あ
ろ

う
。

　
明
清
時
代
に
お
け
る
郷
紳
の
威
信
は
、
む
ろ
ん
科
挙
に
合
格
し
た
こ
と
や
官
僚
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
に
基
づ
い
て
生
ず
る
も
の
だ
が
、
郷

里
で
の
生
活
に
お
い
て
郷
紳
ら
し
く
ふ
る
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
も
維
持
・
増
進
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
郷
紳
ら
し
さ
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

一
面
で
は
そ
れ
は
、
衣
服
や
邸
宅
・
庭
園
な
ど
に
お
け
る
衒
示
的
消
費
、
鷹
揚
な
挙
措
、
官
僚
と
の
間
の
或
い
は
郷
紳
相
互
で
の
頻
繁
な

交
際
な
ど
に
よ
っ
て
、
人
々
に
印
象
付
け
ら
れ
る
。
し
か
し
他
面
で
は
、
科
挙
合
格
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
る
人
格
的
能
力
　
　
即
ち
郷
紳

た
る
こ
と
の
資
格
　
　
は
、
奢
侈
や
享
楽
と
は
対
極
に
あ
る
厳
格
な
道
徳
性
や
禁
欲
的
な
学
問
生
活
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
の
点
で
、

郷
紳
ら
し
さ
と
は
、
も
と
も
と
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
な
緊
張
を
は
ら
む
も
の
で
も
あ
る
。
明
末
と
い
う
時
代
は
、
特
に
こ
の
緊
張
が
高
ま
っ

た
時
期
と
い
え
よ
う
。
本
書
簡
に
お
け
る
郝
敬
の
狷
介
な
自
己
イ
メ
ー
ジ
や
堅
苦
し
い
語
り
口
を
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
味
わ
っ
て
み

る
こ
と
も
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
。 
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